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使用説明書 

このたびはキヤノンFV200をお買い求めいただきまして、誠にありがとうございます。 
ご使用の前にこの「使用説明書」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 
お読みになった後は、大切に保管してください。 
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キヤノン株式会社

キヤノン販売株式会社

〒108-8011 東京都港区三田3ー12ー15 東急三田ビル

製品名 お問い合わせ

FV200 キヤノン販売　お客様相談センター

（全国共通番号） 0570-01-9000 該当番号

受付時間： 平日 9:00～12:00 13:00～17:00
（土、日、祝日は休ませていただきます）

お電話がつながりましたら音声ガイダンスに従ってデジタルビデオカメラの
該当番号＜66＞をお話しください。音声認識後、商品担当者におつなぎします。

全国64ヶ所にある最寄りのアクセスポイントまでの通話料金でご利用になれます。
なお、携帯電話・PHSをご使用の方は、03-3455-9353をご利用ください。

※音声対応システム・受付時間・該当番号は予告なく変更する場合があります。あらか
じめご了承ください。

※電話回線の状態等によっては、正しく音声認識できない場合があります。
その場合でもオペレーターにおつなぎいたしますので、そのまま電話を切らずにお待
ちください。

※消耗品はお買い上げいただいた販売店およびお近くのキヤノン製品取り扱い店にてご
購入ください。なお、ご不明な場合はお客様相談センターにご相談ください。
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故障などについてご相談になるときは、下記の項目をお知らせください。
・型名：FV200
・故障の状態：できるだけ詳しく
・ご購入年月日：

サービスセンター（修理サービスご相談窓口）
北海道地区
札　幌　〒060-8522 札幌市北区北七条西1ー1ー2 SE山京ビル1F 011(728)0665
東北地区
仙　台　〒980-8560 仙台市青葉区国分町3ー6ー1 仙台パークビルヂング1F 022(217)3210
関東・信越地区
新　潟　〒950-0914 新潟市紫竹山1ー10ー26 025(246)8765
大　宮　〒331-0852 さいたま市桜木町4ー247 OSビル1F 048(649)1450
東京・神奈川・山梨地区
銀　座　〒104-0061 東京都中央区銀座5ー9ー9 03(3573)7834
新　宿　〒163-0401 東京都新宿区西新宿2ー1ー1 三井ビル1F 03(3348)4725
横　浜　〒220-0004 横浜市西区北幸2ー6ー26 HI横浜ビル2F 045(312)0211
中部・北陸地区
静　岡　〒420-0034 静岡市常磐町2ー6ー8 トーカイビル3F 054(253)9010
名古屋　〒461-8511 名古屋市東区東桜2ー2ー1 高岳パークビル1F 052(939)1830
金　沢　〒920-0853 石川県金沢市本町1ー5ー2 リファーレ1F 076(233)6608
近畿地区
京　都　〒604-0847 京都市中京区烏丸通二条下ル秋野々町513 075(255)5953

京都第一生命泉屋ビル2F
梅　田　〒530-8260 大阪市北区梅田3ー3ー10 梅田ダイビルB1 06(4795)9100
中国・四国地区
岡　山　〒700-0907 岡山市下石井2ー2ー5 ニッセイ岡山スクエア13F 086(221)8678
広　島　〒730-0051 広島市中区大手町3ー7ー5 広島パークビル1F 082(240)6712
高　松　〒760-0027 高松市紺屋町4ー10 鹿島紺屋町ビル1F 087(823)4681
九州・沖縄地区
福　岡　〒812-0017 福岡市博多区美野島1ー2ー1 キヤノン販売福岡ビル1F 092(411)4173
沖　縄　〒900-0032 那覇市松山1ー1ー19 安田生命那覇ビル8F 098(866)7933

ビデオ技術センター
〒213-0032 川崎市高津区久地487ー1 044(811)1670

大阪ビデオ技術センター
〒540-0003 大阪市中央区森ノ宮中央2ー5ー3 06(6941)1076

●休業のご案内
新宿、梅田（日曜日、祝祭日）
その他（土・日曜日、祝祭日）

●営業時間のご案内
銀座、新宿、梅田：10:00 ～ 18:00
その他：9:00 ～ 17:30
●所在地、電話番号が変更になる場合がございますのであらかじめご了承ください。（2002年2月1日現在）

付属品をお確かめください ............................4
必ずお読みください........................................5

安全上のご注意................................................6
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付属品をお確かめください
本機をお使いになる前に、付属品をお確かめください。

● レンズキャップ／レンズキャップ用ひも
（ 31）

● ステレオビデオケーブル STV-250N
（ 53）

● リモコン用単3乾電池2本（ 32）

● ボタン型リチウム電池CR2025
（ 30）

● Sビデオケーブル S-150（ 53）

● リモコン（ワイヤレスコントローラー)
WL-D74（ 32）

● バッテリーパック
BP-512（ 21）

● ACパワーアダプター
(コンパクトパワーアダプター）
CA-560
（ 20）

ACパワー
アダプター用
電源コード

● ショルダーストラップ
SS-800（ 31）

 01_FV200_J (3-13)  2002.02.06 13:26  ページ 4



5

は
じ
め
に

必ずお読みください
ためし撮り
必ず事前にためし撮りをし、正常に録
画・録音されていることを確認してく
ださい。

記録内容の補償はできません。
万一、ビデオカメラやテープ、メモリ
ーカードなどの不具合により記録や再
生されなかった場合、記録内容の補償
については、ご容赦ください。

著作権について
あなたがビデオで録画・録音したもの
は、個人として楽しむなどのほかは、
著作権法上、権利者に無断で使用でき
ません。なお、実演や興行、展示物な
どのうちには、個人として楽しむなど
の目的であっても、撮影を制限してい
る場合がありますのでご注意ください。

本書内の写真について
機能や液晶画面／ファインダー内の映
像を説明するのに、スチルカメラによ
る写真を使っています。実際に見える
ものとは異なります。

LPモードについて
LPモードは、ＳＰ（標準）モードの1.5
倍の長時間録画ができる機能です。
LPモードでの録画／再生は、テープの
特性や使用環境に影響されやすく、再
生時、画面にモザイク状のノイズが発
生したり、音声が途切れたりする場合
があります。大切な撮影にはSPモード
をお使いください。

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくク
ラスB情報処理装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていま
すが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害
を引き起こすことがあります。本書に従って正しい取り扱いをしてください。

本機をDV端子つきのパソコンと接続するときは、別売のDVケーブルCV-150F/
CV-250Fをお使いください。
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安全上のご注意
●ご使用の前に必ず「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
●絵表示について
この使用説明書および製品への表示では、製品を正しくお使いいただき、あなたや
他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をし
ています。
その表示と意味は次のようになっています。
内容をよく理解してから本文をお読みください。

警告
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、火災、感電、破裂など
によって、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容です。必
ずお守りください。

煙が出ている、へんな臭いがするなどの異常が発生した場合、すぐに、
電源プラグをコンセントから抜くか、バッテリーパックをはずしてくだ
さい。
そのまま使用すると、火災、感電の原因となります。
煙が出なくなるのを確認してから、ご購入になった販売店または
キヤノンサービスセンターに修理を依頼してください。
お客様による修理は危険ですからおやめください。

本機器を落としたり、外装を破損した場合は、電源プラグをコンセ
ントから抜くか、バッテリーパックをはずしてください。
ご購入になった販売店またはキヤノンサービスセンターに修理を依
頼してください。
そのまま使用した場合、火災、感電の原因となります。

本機器内部に水、飲料水、海水などの液体が入ったり、濡らしたり
しないようにご注意ください。または異物が入った場合は、すぐに、
電源プラグをコンセントから抜くか、バッテリーパックをはずして
ください。
そのまま使用した場合、火災、感電の原因となります。ご購入にな
った販売店またはキヤノンサービスセンターにご連絡ください。
特にお子様のいるご家庭では、ご注意ください。

風呂場、シャワー室など湿度の高い所に置いたり、使用したりしな
いでください。
水などが入ると、火災、感電、やけどの原因となります。

火災 感電 破裂

プラグをコンセント
から抜く

風呂場、シャワー室
での使用禁止

プラグをコンセント
から抜く

プラグをコンセント
から抜く
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警告
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、火災、感電、破裂など
によって、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容です。必
ずお守りください。

バッテリーパック内部に水、飲料水、海水などの液体が入ったり、
濡らしたりしないようにご注意ください。
そのまま使用した場合、火災、感電、やけどの原因となります。雨
天、降雪中、海岸、水辺、湿度の高い場所などでの使用は、特にご
注意ください。

雷が鳴り出したら、アンテナ線や電源プラグに触れないでください。
感電の原因となります。

本機器を海外旅行者用の電子式変圧器や航空機、船舶、DC／ACコ
ンバータなどの電源に接続しないでください。また、表示された電
源電圧や周波数以外では使用しないでください。
火災、感電、けがの原因となります。

海外で使用する場合は、その国の電圧、コンセントの形状をお調べ
ください。
火災、感電の原因となります。

海外で、変換プラグアダプターをご使用の場合、電源プラグの刃を、
根元まで入れてください。
根元まで入れない場合、感電の原因となります。

電源プラグを定期的に抜き、その周辺およびコンセントに溜まった
ほこりや汚れを、乾いた布で拭き取ってください。
ほこり、湿気、油煙の多いところで、電源プラグを長期間差したま
まにすると、その周辺に溜まったほこりが湿気を吸って絶縁不良と
なり、火災の原因になります。

電源コードを傷つけないでください。
・加工したり、傷つけたりしないでください。
・無理に曲げたり、引っ張ったり、重いものを載せたりしないでく
ださい。
・熱器具に近づけたり、加熱したりしないでください。
電源コードが傷ついたり（芯線の露出、断線等）して、火災、感電
の原因となります。コードが傷ついた場合、ご購入になった販売店
またはキヤノンサービスセンターにご依頼ください。

接触禁止

水濡れ禁止

禁止

強制

強制

強制

火災 感電 破裂

禁止
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安全上のご注意－つづき

警告
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、火災、感電、破裂など
によって、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容です。必
ずお守りください。

本機器の外装をはずさないでください。
内部に高電圧の部分がありますので、感電の原因となります。内部
の点検・調整・修理は、ご購入になった販売店またはキヤノンサー
ビスセンターにご依頼ください。

本機器を分解、改造しないでください。
発熱、火災、感電、けがの原因となります。

強い衝撃や振動を与えたり、投げつけないでください。
破損により、火災、やけど、けがの原因となります。特に、液晶画
面は、ガラス製のため、画面に強い衝撃を与えると、割れてけがの
原因となります。

指定された充電器を使用してください。
DCプラグの形状が同じでも、電圧や極性が異なる場合があるので、
それ以外のものを使用すると、発熱や、変形して、火災、感電の原
因となります。

バッテリーパックは、指定された機器にご使用ください。
それ以外のものに使用すると、バッテリーパックの液漏れ、発熱、
破裂の原因となります。

バッテリーパックを、金属製のネックレス、キーホルダー、ヘアピ
ンなどと一緒に、携帯や保管をしないでください。
バッテリーパックなどの「＋」と「－」の端子がショートされ、高
熱や液漏れにより、やけど、けがの原因となります。
持ち運びや保存のときは、必ず付属のショート防止用端子カバーを
取り付けてください。

本機器の内部や端子部に金属類を入れたり、ショートさせないでく
ださい。
火災、感電、けがの原因となります。

バッテリーパック、乾電池、ボタン型リチウム電池などを、電子レンジ、
オーブンなどで加熱したり、火の中へ投げ入れたりしないでください。
バッテリーパックの破裂により、やけど、けがの原因となります。

分解禁止

強制

禁止

火災 感電 破裂

分解禁止

禁止

強制

禁止

禁止
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警告
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、火災、感電、破裂など
によって、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容です。必
ずお守りください。

バッテリーパックから液漏れした時、皮膚や衣服につけたり、目に
入れたり、火気に近づけたりしないでください。
皮膚の障害、失明、発火の原因となります。

バッテリーパックを電源コンセントや自動車のシガーライターソケット
などに直接接続しないでください。
バッテリーパックの液漏れ、発熱、破裂により火災、やけど、けが
の原因となります。

ボタン型リチウム電池をお子様の手の届かないところへ置いてくだ
さい。
万一、飲み込んだ場合、電池の金属ケースが壊れて、電池の液で胃、腸
が損傷する恐れがありますので、ただちに医師と相談してください。

お子様が使用のときには、保護者が正しい使用方法を充分に教えて
ください。また、使用中にもご注意ください。
感電、けがの原因となります。

乳幼児の手の届かないところで、使用、保管してください。
感電、けがの原因となります。

自動車などの運転中に、運転者は本機器を操作しないでください。
交通事故の原因となります。

撮影しているときは、周囲の状況にご注意ください。
けがや交通事故の原因となります。

本機器をぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かない
でください。
落ちたり、倒れたりして、けがの原因となります。

ビデオカセットの挿入口などから内部に金属類や燃えやすいものな
どを差し込まないでください。
そのまま使用した場合、火災、感電の原因となります。

強制

火災 感電 破裂

禁止

禁止

強制

強制

禁止

強制

禁止

禁止
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安全上のご注意－つづき

注意

強制

禁止

接触禁止

ぬれ手禁止

禁止

禁止

強制

強制

プラグをコンセント
から抜く

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容
および物的損害のみの発生が想定される内容です。必ずお守りください。

本機器を、ストーブなどの熱器具に近づけないでください。
外装が変形したり、コードの被覆が溶けて、火災、感電の原因とな
ることがあります。

直射日光下や発熱体のそばなど、60℃以上の高温の場所で使用や放
置しないでください。
バッテリーパックの液漏れ、発熱、破裂により、火災、やけど、け
がの原因となることがあります。

ACパワーアダプター、バッテリーパック、ビデオカメラなどを使用
中に、温度の高くなる部分に長時間触れないでください。
長時間皮膚が触れたままになっていると、低温やけどの原因となること
があります。

テーブルクロス、じゅうたん、ふとん、クッションなどをかけたまま
使用しないでください。
内部に熱がこもり火災の原因となることがあります。

使用中または、使用直後のビデオライトに、手を触れないでください。
熱くなっていますので、やけど、けがの原因となることがあります。

指定されたバッテリーパックを使用してください。
それ以外のものを使用すると、バッテリーパックの破裂、液漏れに
より、火災、けがや周囲を汚す原因となることがあります。

濡れた手で、電源プラグを抜き差ししないでください。
感電の原因となることがあります。

電源プラグをコンセントから抜くときは、必ずプラグを持って抜いて
ください。
電源コードを引っ張ると、コードが傷つき、火災、感電の原因とな
ることがあります。

使用しないときは、安全のために、必ず電源プラグをコンセントか
ら抜いてください。
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注意 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容
および物的損害のみの発生が想定される内容です。必ずお守りください。

テレビは前面が重いので、アンテナコードやＡＶコードなどを接続
するとき、転倒防止の処置をとってください。
テレビが転倒し、けがの原因となることがあります。

AVケーブルを床の上に、はわせないでください。
足を引掛けて転倒して、けがの原因となることがあります。

バッテリーパック、ショルダーストラップ、グリップベルトなどを
確実に取り付けてください。
緩んで脱落すると、けがの原因となることがあります。

ショルダーストラップを首や肩などにかけているときは、木や杭な
どに引掛からないようにご注意ください。
転倒して、けがの原因となることがあります。

湿気、油煙、ほこりなどの多い場所に保管しないでください。
火災、感電の原因となることがあります。

ACパワーアダプターは、目の届く安全な場所で使用してください。

お子様がビデオカセットの挿入口から、手を入れないようにご注意
ください。
けがの原因となることがあります。

飛行機内で使用する場合は、乗務員の指示に従ってください。
機器から出る電磁波により、飛行機の計器に影響を与える恐れがあ
ります。

ボタン型リチウム電池を金属のピンセットなどでつかまないでくだ
さい。
発熱により、やけどの原因となることがあります。

強制

いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

禁止

一般注意

指をはさまれない
よう注意

禁止

一般注意

禁止

一般注意

一般注意
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18倍光学
ズームレンズ
( 44）
遠くの被写体も大きく撮影。運
動会などで活躍します。

72倍/360倍
デジタルズーム
( 45）
72倍/360倍デジタルズーム
で、被写体をさらに大きく撮影
できます。

コンパクトで
スタイリッシュ
FV200は、小型で軽量。コ
ンパクトなボディに多彩な機
能を凝縮しました。持ちやす
さと使いやすさを追求したス
リムでスタイリッシュなデザ
インは、さらに撮影を楽しま
せてくれます。

手ぶれ補正機能
( 79）
手ぶれの少ない、安定した画
面で撮影できます。

LPモード
( 81)
SP（標準）モードとLP（長時
間）モードが選択できます。
LPモードはSPモードの録画時
間の1.5倍になります。

プログラムAE
( 60)
撮影条件に合わせて効果的に撮
影できます。

ナイトモード
（ 62）
暗い所でも、被写体の明るさ
に合わせて、自動的に最適な
シャッタースピードに調整し、
カラーで明るく撮影できます。

フォト（静止画）
撮影（ 56）
フォトボタンを押すだけで、
カメラのように簡単に静止画
を撮影できます。

DV端子（IEEE1394準拠）
( 104、108、120）
専用ケーブル1本をDV端子に接
続するだけ。複雑なケーブルの
接続が不要です。このDV端子
を搭載するデジタルビデオ機器
などと接続することで、画質・
音声劣化のないダビング編集が
できます。また、DV端子つき
のパソコンでは、映像や音声
を取り込めます。

主な特長
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アナログ入力機能
( 106、110）
ビデオデッキや8ミリビデオ
カメラに接続して、以前に
VHSや8ミリテープなどに記
録した映像と音声をDVテープ
に記録できます。また、アナロ
グ入力した映像と音声を瞬時
にデジタル信号に変換してDV
端子から出力できます（アナ
ログ-デジタル変換機能）。

アフレコ/AVインサート
( 112、114)
撮影済みのテープに音声を追加
したり、映像と音声をあらたに
入れ換えることができます。

デジタルエフェクト
（撮影時／再生時）( 89）
オートフェード／ワイプ a／
ワイプ ／モザイクフェード*／
アート／シロクロ／セピア／
モザイク
*再生時のみ

液晶画面/スピーカー
（ 34、51）
2.5型の液晶画面を採用し、
ハイ／ローアングル撮影、対
面撮影も可能。また、スピー
カーを内蔵していますので、
液晶画面で再生中も音声を確
認できます（本体内蔵のス
ピーカーはモノラルです）。

データコード
( 99)
撮影時の日付／時刻、シャッ
タースピード、絞り値(F値)を
表示することができます。

世界時計機能
( 37)
海外旅行で現地の時間を簡単
に記録できます。夏時間対応。

データコード 

a

3電源方式
撮影する場所に合わせて電源が選べます。バッテリーパックは、いつでも充電できるリチウムイ
オンタイプです。

家庭用コンセント
( 20）
ACパワーアダプター
CA-560

カーバッテリー
( 25）
チャージアダプター／
カーバッテリーケーブル
キットCR-560

バッテリーパック
( 21）
BP-512、BP-511、
BP-522、BP-535
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ビデオカメラ ACパワーアダプター Mini DVカセット
（別売）

（ ）の数字は参照ページです。

電源を取り付ける（ 20）

カセットを入れる（ 28）

● はじめてお使いになる場合、「エリア／日時を設定してください」の表示が出ます。（世
界時計のエリアを選ぶ 37、日付／時刻を設定する 41）

● 屋外などで撮影するときは充電したバッテリーパック（充電池）を使います。( 21)

ヒント 

補 足  

2

1

さあ、撮影してみましょう
用意するもの

q 端子カバーを
開き、DC IN端子に
差し込む w 差し込む

e 差し込む

(VTR)再生 

カメラ 

切 

電源電源 カセット取り出し 

q ボタンを
押しながら、
「カメラ」
にする

（底面）
w 押しながら

e 止まるところ
まで開く

 02_FV200_J (14-54)  2002.02.06 13:27  ページ 14



15

基
本
編

撮影する（ 33）

撮影できたか確認してみましょう（ 47）

● カセット入れが自動的に動いている間は、無理に押したり、動きを妨げたり、グリップ
カバーを閉じたりしないでください。故障の原因となります。

● カセットを入れた直後は、テープカウンターが完全に止まってから、撮影を始めてくだ
さい。

● 液晶画面やビューファインダーをつかんで本機を持ち上げないでください。

● 電源を入れたり、撮影が始まるときなどに音が出ます。これはお知らせブザーです。
（ 72）

補足  

注意  

4

3

カチッ 

PUSH

r カセットの透明な窓は
グリップ側、誤消去防止
つまみは上

y（カセット入れが
完全に収納されて
から）閉める

t 押す

q OPENボタンを
押して開く

(VTR)再生 

カメラカメラ 

切 

(VTR)再生 

カメラカメラ 

切 画 録 
0 : 0 0 : 0 1

止 停 時 一 
0 : 0 : 0 01

録画 
サーチ 

q ポンと押す

最後の場面が数秒
間見られます。

w 押すと、撮影が始まる

e 押すと、撮影一時停止になる
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各部の名称
(   )内の数字は参照ページです。

本体

P

 デジタル 
エフェクト 

 入/切 メニュー 

データ 
コード 

プログラムAE 
モード  
 

BATT. RELEASE 
(バッテリー取りはずし) 
ボタン (23)

セルフタイマーボタン 
(58)/データコード 
ボタン(99)

撮影モード切り換えスイッチ (60)

液晶画面(LCD) 
 (34)

液晶画面OPEN(開く)ボタン  
(33) 
 

バッテリー取り付け部  
(21)

ストラップ取り付け部 (31) 
 マルチダイヤル (51、76) 
 

AEシフトボタン(68)/  
3(停止)ボタン (48)

フォーカス(ピント)ボタン (66)/ 
e/a(再生/一時停止)ボタン (48)

録画サーチボタン   (47)/ 
1(早送り)ボタン (49)

デジタルエフェクト 
ボタン (91)

メニューボタン (76)

録画サーチボタン   (47)/ 
c録画チェックボタン(47)/ 
`(巻き戻し)ボタン (48)

ボタン型リチウム電池 
CR2025入れ (30) 
 

デジタルエフェクト 
入/切ボタン (92)

　(全自動) 
モード 
 

・ メニューの項目の選択と設定 
・ プログラムAEの選択と設定 
・ デジタルエフェクトの選択と設定 
・ 手動フォーカスとAEシフトの調整 
・ 内蔵スピーカー、ヘッドホンの音量調整 

マルチダイヤル 
 

P
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電源スイッチ 

カメラモード カメラモード : 使用できます。 : 使用できません。 

カメラ  ：テープに動画や静止画を録画する（カメラモード）　 
 
切　　  ：電源を切る 
 
再生(VTR) ：テープを再生したり、ダビング編集する（再生（VTR）モード） 

* 動作モード（電源スイッチの位置）により、使用できない機能があります。本書では、 
下記のように表示しています。 

(VTR)再生 

カメラ 

切 

視度調整レバー (31)

フォト(静止画)ボタン 
 (56)

ズームレバー (44)

カセット入れ (28)

グリップカバー (28)

内蔵スピーカー (51)

電源ランプ (33)

保護カバー (135) アクセサリーシュー (119)

グリップベルト (31)

ビューファインダー  
(31)

ストラップ取り付け部  
(31)

スタート/ストップボタン  
(33)

電源スイッチ (33)
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各部の名称ーつづき

S DV

AV

MIC

DC IN
9.5V
CHARGE

リモコン受光部 (32)

ステレオマイク 

MIC(マイク)端子(114)

映像/音声端子  
(53、106)／ 
ヘッドホン端子 (52)

LANCmリモート  
端子 (18)

端子カバー 

端子カバー 

三脚ねじ穴  
(36)

底面 

S映像端子(入力/出力)  
(53、106)

DV端子(入力/出力)  
(104、108)

開く/カセット取り出し 
スイッチ (28)

CHARGE(充電) 
ランプ (21)

DC IN端子 (20) 
 

mマークについて
mは、LANC [Local Application Control Bus System （ローカル・アプリケーション・コン
トロール・バス・システム）]リモート端子のマークです。LANCリモート端子とは、ビデオ機器
を接続し、テープ走行などをコントロールできるようにした端子です。
● mマークが表示されている機器と接続してください。
●「LANC」ロゴおよび「LANC」マークは、商標です。
● LANCリモート端子で接続した周辺機器の操作ボタンの中には、動作しないもの、本機の動作
と異なるものがあります。

● mマークが表示されていない機器と接続した場合の動作については保証致しかねます。
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リモコン WL-D74 ( 32）

巻戻し 再生 早送り 

　スタート 
／ストップ 

セルフ 
タイマー メニュー 

オン 
スクリーン 

データ 
コード D.エフェクト 

音声選択 

録画 
一時停止 サーチ選択 

ゼロセット 
メモリー 

アフレコ 停止 

ミックス 
バランス 
ステレオ１ ステレオ２ 

入/切 

設定 

ズーム 
W T

ＡＶ 
インサート 一時停止 スロー 

リモコンコード設定 

＋/ー/

２ ＋
 

WIRELESS CONTROLLER WL-D74

フォト 

送信部 (32)

ズームボタン (44)
メニューボタン (76)

フォト (静止画)ボタン (56)

セルフタイマーボタン (58)

オンスクリーン (画面表示) 
ボタン (125)

データコードボタン (99)

音声選択ボタン (117)

録画一時停止ボタン  
(107、109)

ゼロセットメモリーボタン 
(95)

アフレコボタン (116)

AVインサートボタン (113)

リモコンコード設定ボタン 
(102)

スタート/ストップボタン 
 (33)

r/tボタン (76)

設定ボタン (76)

ミックスバランス 
ステレオ1/2ボタン (117)

早送りボタン (49)

サーチボタン (97、98)

再生ボタン (48)

正方向コマ送り/正方向 
再生ボタン (50)

逆方向コマ送り/逆方向 
再生ボタン (50)

停止ボタン (48)

スローボタン (50)

×2ボタン (50)

一時停止ボタン  
(49)

巻き戻しボタン (48)

デジタルエフェクト 
入/切ボタン (92)

デジタルエフェクト 
選択ボタン (91)

サーチ選択ボタン  
(97、98)
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ACパワーアダプターCA-560を家庭用コンセントに接続して使います。
（入力電圧はAC100～240Vまでの全世界対応）

ACパワーアダプターの付けかた

ACパワーアダプターのはずしかた

家庭用コンセントで使う

q

w

e

r

(VTR)再生 

カメラ 

切 

電源 

q電源スイッチを「切」にする

w端子カバーを開け、DC IN端子にAC
パワーアダプターを差し込む

eACパワーアダプターに電源コードを
差し込む

r電源プラグをコンセントに差し込む

q電源スイッチを「切」にする

wACパワーアダプターを本機から
抜く

e電源プラグをコンセントから抜く

r電源コードをACパワーアダプター
から抜く

q

(VTR)再生 

カメラ 

切 

電源 

w

r

e

● ACパワーアダプターを抜き差しするときは、必ずビデオカメラの電源を切ってくださ
い。

● テレビの近くでACパワーアダプターを使用するとテレビ放送の画面にノイズが出るこ
とがあります。ACパワーアダプターをテレビやアンテナケーブルから離してください。

● DC IN端子には、指定された製品以外を絶対に接続しないでください。また、ACパワー
アダプターを指定された製品以外に接続しないでください。

注意  
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バッテリーパックは充電してから使います。バッテリーパックの充電は、ACパワーアダプター
CA-560を使って行います。また、別売のチャージアダプター／カーバッテリーケーブルキット
CR-560（ 25）を使って充電することもできます。
● バッテリーパックを使うときは、ショート防止用端子カバーを取りはずします。（ 27）

バッテリーパックで使う

バッテリーパックを充電する

t

yrDC IN
9.5V
CHARGE

充電する

r端子カバーを開け、DC IN端子にAC
パワーアダプターを差し込む

tACパワーアダプターに電源コードを
差し込む

y電源プラグをコンセントに差し込む
¡CHARGE

チ ャ ー ジ

（充電）ランプが点滅し、充電が
始まります。

バッテリーパックを取り付ける

q電源スイッチを「切」にする

wビューファインダーを上げる

etを下にしてバッテリーパックの先
端を本機のガイドラインに合わせ、
押し付けながらずらして取り付ける

カチッ 

qw

e

(VTR)再生 

カメラ 

切 

電源 

ガイドライン

充電ランプ
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バッテリーパックで使うーつづき

e

wq

CHARGE
チ ャ ー ジ

（充電）ランプが点灯したら

q本機からACパワーアダプターを抜く

w電源プラグをコンセントから抜く

e電源コードをACパワーアダプターか
ら抜く

● バッテリーパックに異常があるときは、早い連続した点滅（0.5秒間隔で1回）になり
ます。

● 電源スイッチが「切」以外でも、CHARGEランプが点滅しているときは、バッテリー
パックの充電が行われています。

● ランプの点滅／点灯が充電した目安の量（残量）を示します。
0～50％ ： 約1秒間隔で1回ずつ点滅
50％以上 ： 約1秒間隔で2回ずつ点滅
100％ ： 点灯

ヒント 

補 足  

充電が終わったら
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● バッテリーパックの充電時間とフル充電したバッテリーパックの連続使用時間は次の
とおりです。

ヒント 

低温下で使用したときには、使用時間は短くなります。

バッテリーパックのはずしかた

w

q

カチッ 

qビューファインダーを上げる

wBATT. RELEASEボタンを押しなが
ら、バッテリーパックをずらして取
りはずす

バッテリーパック 充電時間 撮影時間 再生時間
ビューファインダー使用時 液晶画面使用時 液晶画面使用時

BP-512 約80分 約175分 約140分 約150分
BP-511（別売） 約80分 約175分 約140分 約150分
BP-522（別売） 約135分 約370分 約295分 約320分
BP-535（別売） 約195分 約590分 約470分 約510分

● この製品には、リチウムイオン電池を使用しています。
● リチウムイオン電池はリサイクル可能な貴重な資源です。
● 交換後不要になった電池、及び使用済み製品から取り外した電池のリサイクル
に関しては、ショ－トによる発煙、発火の恐れがありますので、端子を絶縁す
るためにショート防止用端子カバーを取り付け､テ－プを貼るかポリ袋に入れ
てリサイクル協力店にある充電式電池回収BOXに入れて下さい。

● リサイクル協力店へのお問い合わせは、以下へお願いします。
・ビデオカメラ、リチウムイオン電池をご購入いただいた販売店
・(社)電池工業会小型二次電池再資源化推進センタ－及び充電式電池リサイクル協力店くらぶ事務
局

「(社)電池工業会 小型二次電池再資源化推進センタ－及び充電式電池リサイクル協力店くらぶ」については、
以下にお問合せください。
(社)電池工業会　ホームページ http://www.baj.or.jp/

電話番号 03-3434-0261
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● バッテリーパックは予定撮影時間の2～3倍分をご用意ください。
ビデオカメラの消費電流は、ズームなどの操作によって変化します。そのためバッテリー
パックの実際の使用時間は、表記の時間より短くなります。また、温度の低い場所で撮影
する場合も、使用時間が短くなります。撮影時には、予定撮影時間の2～3倍のバッテ
リーパックを用意していただくことをおすすめします。撮影中はもちろん、撮影一時停止
中でもバッテリーパックは消耗します。電源スイッチでこまめに電源を切ることが使用時
間を長くさせるコツです。

■AC パワーアダプター（コンパクトパワーアダプター）
CA-560

主な仕様
電源 AC 100V-240V、50/60Hz

出力／消費電力 公称DC9.5V、2.7A
60VA（100V）～75VA（240V）

使用温度 0℃～＋40℃
外形寸法（幅×高さ×奥行き） 約57×28×104mm

本体質量 約180g

■バッテリーパック　BP-512

主な仕様
使用電池 リチウムイオン
使用温度 0℃～＋40℃
公称電圧 DC7.4V
容　　量 1100mAh

外形寸法（幅×高さ×奥行き） 約38×21×55mm
質　　量 約70g

※ 仕様および外観は予告なく変更することがありますが、ご了承ください。

バッテリーパックで使うーつづき
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チャージアダプター/カーバッテリーケーブルキットCR-560は、ACパワーアダプターと組み合
わせると、バッテリーパックの充電や本機の操作など、3種類の操作ができます。

● チャージアダプター／カーバッテリーケーブルキットの使用説明書もあわせてご覧ください。
● チャージアダプター／カーバッテリーケーブルキットには、次の製品が含まれています。

バッテリーパック 充電時間
BP-512 約80分
BP-511（別売） 約80分
BP-522（別売） 約100分
BP-535（別売） 約150分

w自動車から電源をとり、
バッテリーパックを充電する

CHARGE

● バッテリーパックを2個取り付けて、連続して充電できます。
● バッテリーパックBP-522／BP-535（別売）を取り付けると、急速充電になります。
（約15分間充電すると、ビューファインダーで約70分撮影できます。）
● チャージアダプターにバッテリーパックを1個取り付けたときの充電時間は以下のとおりです。

別売の充電器CR-560を使う

チャージアダプター カーバッテリーケーブル DCケ－ブル 

自動車の
シガーライター
ソケットへ

q家庭用コンセントから電源をとり、
バッテリーパックを充電する

CHARGE

e自動車から電源をとり、本機を操作する

自動車のシガーライター
ソケットへ

ACパワーアダプターCA-560
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このバッテリーパックは、リチウムイオン電池を使用しておりますので、充電する前に使い
切ったり、放電する必要はありません。いつでも充電できます。

必ず

充電してから、お使いください
● バッテリーパックは、出荷時に少し充電してありま
すので、ビデオカメラなどの動作確認ができます。
長時間使用する場合や、動作確認ができない場合に
は、バッテリーを充電してから、お使いください。

端子はいつもきれいに
しておいてください
● バッテリーパック、充電器、ビデオカメラの=、-

などの端子は常にきれいにしておいてください。汚
れていると接触不良の原因となります。充電や使
用する前にティッシュペーパーなどで乾拭きして
ください。

充電は使用直前に
● 充電しておいたバッテリーパックも内部の化学変
化によって、少しずつ自然に放電してしまいます。
使用する当日または前日に充電することをおすす
めします。
フル充電（充電ランプが点灯している状態）で保
管するとバッテリーパックの寿命を縮めたり、性
能の低下の原因となることがあります。
長い間ビデオカメラを使用しないときは、バッテ
リーパックを使い切ってから取りはずして保管す
ることをおすすめします。

こまめに電源を切って使う
● 撮影中はもちろん、撮影一時停止中でもバッテ
リーパックは消耗します。電源スイッチでこまめ
に電源を切ることが、使用時間を長くさせるコツ
です。

● バッテリーパックは0℃～40℃の範囲で使用でき
ますが、性能を十分に発揮させるためには10℃～
30℃で使用することをおすすめします。スキー場
などでは、バッテリーパックの性能が一時的に低下
し、使用時間が短くなります。ポケットなどに入
れて温めてから使用すると効果的です。

バッテリーパックの上手な使いかた
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バッテリーパックの取り扱いについて

次のことを守ってください
● キーホルダーなどの金属で=と-の端子をショートさせると（図A）、バッテリーパック
の破損の原因となることがあります。持ち運びや保存の際は、必ず付属のショート防止
用端子カバーを取り付けてください（図B）。

使用しないときは

取りはずして
ください
● ビデオカメラにバッテリーパックを取り付けたままにしておくと、電源が切れていても
少しずつバッテリーを消耗します。長い間ビデオカメラを使用しないときは、必ずバッ
テリーパックを取りはずして、湿度の低い、室温30℃以下の場所で保管してください。

充電したのに、バッテリーパックの使用時間が極端に短いときは
● 常温で使用している場合は、寿命と考えられます。新しいバッテリーパックをお求めく
ださい。

（図B）（図A）
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ビデオカセットはDマークの付いたものをお使いください。
● バッテリーパックなどの電源を取り付けていると、電源スイッチが「切」でも、カセットの出
し入れはできます。操作が終わると自動的に電源が切れます。

● 電源を入れたとき、カセットが入っていないと「v」が液晶画面／ビューファインダーで点滅
します。

● “D”ロゴは商標です。

カセットを入れる／出す

カセット取り出し
カセット取り出し 

PUSH
CLOSE THIS FIRST.

この部分を先に閉じてください。 

q

w

e

カチッ r

q開く／カセット取り出しスイッチを
押しながら、グリップカバーを止ま
るまで開く
¡カセット入れが自動的に開きます。

wカセットを入れる／出す
¡カセットの透明な窓をグリップ側に向け、
誤消去防止つまみを上にして入れます。

¡カセットを出すときは、カセット入れから
まっすぐに引き抜きます。

e マークを押して、カセット入
れを閉める
¡カセット入れが自動的に収納されます。

PUSH

rカセット入れが完全に収納されてか
ら、グリップカバーを閉める

カセットを出し入れするときは
● カセット入れが自動的に動いている間は、無理に押したり、動きを妨げたり、グリップ
カバーを閉じたりしないでください。故障の原因となります。

● 指をはさまないようにご注意ください。

注意  
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取り扱い上のご注意
● カセットとヘッドを保護するためにカセッ
トを本体に入れたまま放置しないでくださ
い。

● カセットの裏面には、テープの種類など
を検出する各種の穴があります。セロハ
ンテープなどで穴をふさがないでくださ
い。

● カメラモードのときに、録画できない状
態のカセットを本体に入れると、液晶画
面／ビューファインダーに「カセットの
誤消去防止ツマミを確認してください」
が4秒間点灯し、その後vが点滅します。

● テープをつなぎ合わせたカセットや規格
外のカセットは、故障の原因となります
ので、使用しないでください。

● カセットを落としたり、ぶつけたりして
過度な衝撃を与えないでください。内部
のテープがたるみ故障の原因となります。

ビデオカセットについて

間違って消さないために
大切な映像を録画したカセットを誤って消去しないようにするには、カセットの背にある誤消
去防止つまみを左に切り換えSAVEにしてください。
誤消去防止つまみを右に戻せば、再び録画できます。

SAVE (録画できない) REC (録画できる)

SAVE
REC

SAVE
REC

● カセットを長期間保管するときは、時々巻き直してください。

● カセットメモリー機能付きのカセットの場合、カセットの
金メッキ端子が汚れたり、ゴミが付着すると、カセットメモリーの機能が正しく動作しない
ことがあります。カセットを十数回出し入れしたら、綿棒で金メッキ端子をきれいにしてく
ださい。
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世界時計のエリア（ 37）や日付、時刻（ 41）などを記憶するには、ボタン型リチウム電
池が必要です。お使いになる前に付属のボタン型リチウム電池を入れてください。
電池を交換するときは、ボタン型リチウム電池CR2025をお求めください。
● ACパワーアダプターなどの電源を取り付けておいてください。

ボタン型リチウム電池を入れる

q

e

w

q電池カバーを取りはずす
¡電池カバーは、バッテリー取り付け部にあ
ります。

w電池を入れる
¡電池の＋側を上にして、スライドさせて電
池入れに入れます。

e電池カバーを取り付ける

ボタン型リチウム電池の交換時期
● ボタン型リチウム電池は約1年使用できます。電池が入っていなかったり、電池の容量
が低下すると、「j」の表示が点滅し、電池の交換時期を知らせます。

補足  

ボタン型リチウム電池について　取り扱い上のご注意
● プラス（＋）とマイナス（－）を確認して、正しく入れてください。
● 接触不良を防ぐため、電池を乾いた布で拭いてから入れてください。
● 金属のピンセットなどでつかまないでください。ショートします。
● 分解や加熱をしたり、水の中に入れたりしないでください。破裂する恐れがあります。ま
た、捨てるときは、燃えないゴミとして、適宜処理してください。（地域によって異なり
ます。）
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カメラの準備
ビューファインダーの調整

視度調整
電源を入れ、ビューファインダーを止まるところ
までまっすぐ引き出します。ファインダー内の表
示がはっきり見えるように、視度調整レバーを動
かして調整します。

●ビューファインダーを収納するときは、まっす
ぐ押し込んでください。

●ビューファインダーを使用するときは、必ず液
晶画面をカチッと音がするまでしっかりと閉じ
てください。

付属のひもをレンズキャップの穴に通し、本体の
グリップベルトに取り付けます。
レンズキャップを取り付け／取りはずしするとき
は、キャップのボタンを押します。
撮影中はレンズキャップをグリップベルトに引っ
掛けておくと便利です。

右手で本体を持ちながら、親指でスタート／ストッ
プボタン、人差し指でズームレバーが操作できる
ように、手の位置を決め、ベルトの長さを調整し
ます。

直射日光がビューファインダー内に入ると、レンズが光を集めるために、ファインダー
の回りが溶けてしまうことがあります。ビューファインダーを押し込んで直射日光が
入らないようにしてください。

注意  

レンズキャップについて

グリップベルトの調整

ストラップの付けかた

ショルダーストラップ
SS-800

視度調整レバー
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リモコン
リモコンを使うと、離れたところから本体を操作できます。

リモコンの操作のしかた

リモコン受光部に向けて、リモコンのボタンを押します。

リモコンは2本の単3（R6）乾電池で動作します。本機には2種類のリモコンコードがあります。
リモコンで操作できないときは、必ず本体のリモコンコードを確認してください（ 102）。
リモコンコード設定ボタン以外のボタンを押しても動作しなくなったり、本体に近づかないと動
作しなくなったときは、電池を交換してください。

電池の入れかた

リモコン受光部

5m

q

w

e

qつまみを押しながら電池カバーを開
ける

w＋、－を表示に合わせて正しく入れる
¡電池は2本とも新しいものと交換してくださ
い。

e電池カバーを閉める

● 直射日光の下や蛍光灯に近いとき、またリモコンが本体に近すぎるときには、正常に動
作しにくい場合があります。

● 屋外などリモコンの受光部に強い光が当たるような場所では、受光範囲が狭くなること
があります（逆光撮影時など）。

補足  
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液晶画面またはビューファインダーで画像を見ながら撮影できます。屋外など周囲が明るい場所
での撮影で液晶画面が見にくいときは、ビューファインダーを見ながら撮影してください。

液晶画面を見ながら撮影する

準備
● バッテリーパックなどの電源を取り付ける
● カセットを入れる

撮影する

撮影をちょっと止めるとき（一時停止）

q

w

(VTR)再生 

カメラ 

切 

電源電源 

(VTR)再生 

カメラ 

切 

電源 

e

r

qレンズキャップをはずす

w電源スイッチを「カメラ」にする
¡ボタンを押しながら、「カメラ」に合わせま
す。

¡電源ランプが点灯します。
¡フォト撮影については、56ページをご覧く
ださい。

e液晶画面を開く
¡OPENボタンを押して開き、見やすい角度
に調整します。

r撮影する
¡スタート／ストップボタンを押します。

qスタート／ストップボタンを押す
¡撮影を再開するときは、もう1回押します。

(VTR)再生 

カメラ 

切 

電源 止 停 時 一 
0 : 0 0: 01

画 録   
0 : 0 0 : 01

撮影する前に
● 必ず事前にためし撮りをし、正常に録画・録音されていることを確認してください。大切な撮影
の前には市販の乾式のクリーニングカセットを使って、ビデオヘッドをきれいにしてください。
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撮影が終わったら

q電源スイッチを「切」にする

w液晶画面を垂直にしてから閉じる
¡液晶画面の右上部を押し、カチッと音
がするまでしっかりと閉じてください。

eレンズキャップをつける

ビデオカメラをしまうときは

qカセットを取り出す

wバッテリーパックを取りはずす

● ビデオカメラを窓際に置いたり屋外で使用するときには、液晶画面やビューファイン
ダー、レンズを太陽に向けたままにしないでください。故障の原因となります。

● 長時間使用しないときは、電源スイッチを必ず「切」にしてください。
● 撮影一時停止中は、テープとヘッドの保護のために、約5分で電源が切れます。撮影を
続けるときは、電源スイッチを一度「切」にしてから、電源を入れ直してください。電
源が切れる約20秒前に、画面中央に「 AUTO POWER OFF」が出ます。

● 明るい光や反射する光を撮影すると縦の帯状の線が出ることがあります。
● 屋外で撮影する際、日差しの加減で液晶画面が見えにくいことがあります。
● 本機に高容量バッテリーパックBP-522/BP-535（別売）を取り付けて、ビューファ
インダーを見ながら撮影するときは、ファインダーを引き出し、見やすい角度に調整し
てください。

● 液晶画面は
q 90°まで開きます。
w 180°まで回転します。
e 90°まで回転します。

● 液晶画面の角度を変えるときは、必ず90°開いてから行
ってください。

● 液晶画面について
液晶画面は、非常に精密度の高い技術で作られています。99.99％以上の有効画素が
ありますが、黒い点があらわれたり、赤や青、緑の点が常時点灯することがあります。
これは、故障ではありません。なお、これらの点は、テープには記録されません。

● カセットを取り出さなければ、電源を切っても、次の場面をきれいにつないで撮影できます。
● 撮影モードを変えて撮影するときは？（ 60）
● LP モードで撮影するときは？（ 81）

ヒント 

補 足  

注意  

q

w

e

撮影するーつづき
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秒 0

S P 録  画  
0 : 0 0 : 0 0

NDE

撮影を始めてから約10秒間、撮影時間を表
示します。
● 1つの場面の撮影時間が短いと、落ち着
きのない画面になりがちです。お知らせ
タイマーを見ながら、撮影すると便利で
す。

撮影中の液晶画面の表示について

お知らせタイマー

バッテリーパックの残量の目安を表示しま
す。

● バッテリーパックが消耗すると「k」
が点滅します。充電したバッテリーパッ
クと交換してください。

● 消耗したバッテリーパックを装着する
と、「k」が出ずに、電源が入らなか
ったり、切れたりすることがあります。

● 残量と表示内容はビデオカメラ、バッテ
リーパックの状態により必ずしも一致し
ません。

バッテリーパックの残量表示

撮影時間を「時：分：秒」で表示します。
● 再生時には、撮影したときの時間を
「時：分：秒：フレーム」で表示します。
本機は30フレーム/秒でカウントするタイム
コードと、フレーム周期が29.97/秒の
NTSC映像信号の間に生じるズレを自動的に
補正し、より高精度な編集ができるドロップ
フレーム方式を採用しています。

タイムコード（撮影時間表示）

テープの残量時間を「分」で表示します。
撮影中／再生中にテープがなくなると
「b END」が点灯し、停止します。撮
影／再生時間が15秒以下のときは残量表示
がでないことがあります。
● テープの残量表示は、テープの種類によ
っては、正しく表示されないことがあり
ます。

テープの残量表示と「b END」の
点灯

次の場合にv が点滅します。
1. カセットが入っていないとき。
2. カメラモードで、録画できない状態のカ
セットが入っているとき。

「v」の点滅

ボタン型リチウム電池が入っていなかった
り、電池の容量が低下すると、「j」が点滅
します。新しいボタン型リチウム電池と交換
してください。
● 交換用のボタン型リチウム電池は、
CR2025タイプをお使いください。

「j」の点滅
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よりよいビデオ撮影のために
ビデオカメラ本体の持ちかた
● ビデオカメラを持つときは、マイクやレン
ズに指がかからないようにしてください。

一番安定した構えかた
● 右手でグリップを持ち、右脇をしめる。
● 左手は軽くカメラの底にそえて安定させる。

ライティング
戸外でのビデオ撮影では、太陽を背に撮影す
ることをおすすめします。

安定した撮影をするためには

状況に合わせて構え方を変えましょう。
液晶画面は角度が変えられますので、姿勢に
合わせて調整します。

● 壁に寄りかかる ● テーブルなどを利用
して本体を置く

● ひじをたてて地面
に伏せる

● 片膝立ちになる

● 三脚を使う

三脚を使うときには
● 直射日光がビューファインダー内に入る
と、レンズが光を集めるためにファイン
ダーの回りが溶けてしまいます。ビュー
ファインダーを押し込んで直射日光が入ら
ないようにしてください。

● 三脚は、必ず取り付け
ネジの長さが5.5mm
未満のものをご使用く
ださい。5.5mm以上
のネジ長のものをご使
用になると、本体を破
損することがありま
す。

● ハイアングルで撮る ● ローアングルで撮る

5.5mm未満 
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編1電源スイッチを「カメラ」にする

¡ ボタンを押しながら、電源スイッチを
「カメラ」に合わせます。

¡ 電源ランプが点灯します。

2「カメラメニュー」を出す ¡ メニューボタンを押します。

世界時計のエリアを選ぶ
はじめてお使いになる場合や、ボタン型リチウム電池を交換した場合には、画面に「エリア／日
時を設定してください」が表示されます。日付／時刻を設定する前に世界時計のエリアを設定し
てください。

世界時計のエリアについて：
本機の世界時計機能では、主要都市を含む
世界24ケ所の標準時間を表示できます。都
市名（エリア）を選ぶと、日付などを設定
し直すことなく、旅行先の現地の時刻を記
録できます。

また、旅行先が夏時間（summer time
　サマー　タイム　

また

はdaylight saving time
デイライト　セイビング　タイム

）のときは、世界
時計表示を夏時間に変更できます。
● 撮影を行う前に、変更してください。

電源スイッチ

マルチダイヤル

メニューボタン

(VTR)再生 

カメラカメラ 

切 

電源 

カメラモード 再生(VTR)モード 

カ  メ  ラ  メ  ニ  ュ  ー  選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

カ メ ラ 設 定 
設 定 

表 示 設 定 
V TR

ム 設 定 ス シ テ 
戻  る  

メニュー 
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世界時計のエリアを選ぶーつづき

3「システム設定」を選ぶ 1 マルチダイヤルを回して、eを「シス
テム設定」に合わせます。

2 マルチダイヤルを押すと、「システム
設定」サブメニューが出ます。

4「エリア／サマータイム」を選ぶ 1 マルチダイヤルを回して、eを「エリ
ア／サマータイム」に合わせます。

2 マルチダイヤルを押すと、「エリア／
サマータイム」だけの表示になります。

¡ はじめてお使いになる場合は「トウ
キョウ」が最初に表示されます。

5「システム設定」サブメニューに戻る ¡ マルチダイヤルを押します。
¡「日付／時刻を設定する」操作4に進
みます。（ 42）

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

ム 設 定 ス シ テ 

リ  モ  コ  ン  コ  ー  ド  ・ ・ ・ ・ ・ 

日  時  設  定  ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

1
お  し  

戻  る  

ら  せ  ブ  ザ  ー  ・ ・ ・ ・ ・ 入  
エ  リ  ア  マ  ー  タ  ／  サ  ム  イ  ・ ・ 

– – –
– – –

. .–
– – – – –: –

–– – –

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

ム 設 定 ス シ テ 

リ  モ  コ  ン  コ  ー  ド  ・ ・ ・ ・ ・ 

日  時  設  定  ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

1
お  し  

戻  る  

ら  せ  ブ  ザ  ー  ・ ・ ・ ・ ・ 入  
エ  リ  ア  マ  ー  タ  ／  サ  ム  イ  ・ ・ 

– – –
– – –

. .–
– – – – –: –

–– – –

選  択  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

ム 設 定 ス シ テ 

エ  リ  ア  マ  ー  タ  ／  サ  ム  イ  ト  ウ  キ  ウ  ョ  
– – – . .–
– – – – –: –

–– – –
・ ・ 

戻  り  

カ  メ  ラ  メ  ニ  ュ  ー  選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

カ メ ラ 設 定 
設 定 

表 示 設 定 
V TR

ム 設 定 ス シ テ 
戻  る  

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

ム 設 定 ス シ テ 

リ  モ  コ  ン  コ  ー  ド  ・ ・ ・ ・ ・ 

日  時  設  定  ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

1
お  し  

戻  る  

ら  せ  ブ  ザ  ー  ・ ・ ・ ・ ・ 入  
エ  リ  ア  マ  ー  タ  ／  サ  ム  イ  ・ ・ 

– – – . .–
– – – – –: –

–– – –
ト  ウ  キ  ウ  ョ  
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1エリアを選ぶ ¡ マルチダイヤルを回します。
¡ 回すたびに都市名が変わり、その都市
の日付／時刻になります。

2メニューを消す ¡ メニューボタンを押します。

2 0 0 2 9 ..  1
MA 21 : 2 0

ロ  ン  ン  ド  

メニュー 

旅行先のエリアを選ぶ

あらかじめ日時を設定しておくと、海外へ旅行したときに「エリア」の設定を旅行先に変えるだ
けで、日時は現地時間に変わります。

38ページの操作4のあと

夏時間を設定するときは
● 都市名の右にCマークの付くものを選んでください。

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

ム 設 定 ス シ テ 

エ  リ  ア  マ  ー  タ  ／  サ  ム  イ  ・ ・ ロ  ン  ド  ン  
2 0 0 . .2
AM 1：2 0

9 1
C

選  択  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

ム 設 定 ス シ テ 

エ  リ  ア  マ  ー  タ  ／  サ  ム  イ  ロ  ン  ド  ン  
2 0 0 . .2
AM 21 ：2 0

9 1
・ ・ 

戻  り  
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世界時計の都市と代表国

14

13

12

11

15

18

19

20

21

23

22

16

1097

8

65

4

3

2

1

24

モルジブ 

グアム 

タヒチ 

赤道 

日
付
変
更
線 

17

-10 -9 -8 -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 0 +1 +2 +3 -20 -19 -18 -17 -16 -15 -14 -13 -12 -11

-10 -9 -8 -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 0 +1 +2 +3 -20 -19 -18 -17 -16 -15 -14 -13 -12 -11

都市番号と都市名と日本との時差 代表国/代表地域 
ロンドン 1 グリニッチ 

標準時  -9 イギリス（GMT：グリニッチ標準時）、ポルトガル 

パリ 2 イタリア、オランダ、スイス、スウェーデン、スペイン、ドイツ、中央ヨーロッパ標準時（CET)

カイロ 3 エジプト、ギリシャ、トルコ 

モスクワ 4 イラク、ケニア、サウジアラビア、ロシア 

ドバイ 5 アラブ首長国連邦 

カラチ 6 パキスタン、モルジブ 

ダッカ 7 インド、バングラデシュ、ミャンマー 

バンコク 8 カンボジア、タイ、ベトナム、ジャカルタ島、バリ島 

ホンコン 9 オーストラリア西部（パース）、シンガポール、台湾、中国、フィリピン、ボルネオ島 

トウキョウ 10 日本標準時 
(JST) 日本、韓国 

シドニー 11 オーストラリア東部（シドニー、ゴールドコースト）、グアム、サイパン 

ソロモン 12 ニューカレドニア 

ウェリントン 13 ニュージーランド、フィジー 

サモア 14 西サモア 

ホノルル 15 タヒチ、ハワイ/米国ハワイ標準時（HST） 

アンカレジ 16 アンカレジ/米国アラスカ標準時（AST） 

ロサンゼルス 17 サンフランシスコ、ロサンゼルス/米国太平洋標準時（PST）、カナダ西海岸 

デンバー 18 デンバー/米国山地標準時（MST） 

シカゴ 19 シカゴ、ダラス/米国中部標準時（CST）、メキシコ 

ニューヨーク 20 ニューヨーク、ワシントン/米国東部標準時（EST）、モントリオール/カナダ東海岸、ペルー 

カラカス 21 チリ、ベネズエラ 

リオ 22 アルゼンチン、ブラジル 

フェルナンド 23 フェルナンドデノロニヤ島（ブラジル） 

アゾレス 24 アゾレス諸島（ポルトガル） 

-8

-7

-6

-5

-4

-3

-2

-1

+1

+2

+3

-20

-19

-18

-17

-16

-15

-14
-13

-12

-11

-10

世界時計のエリアを選ぶーつづき
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はじめてお使いになる場合や、ボタン型リチウム電池を交換した場合には、世界時計のエリアを
選んでから、日付／時刻を設定します。

● はじめて日時を設定するときは、世界
時計のエリア（ 37）を設定したあ
と、操作4からはじめてください。

● 各月の日数やうるう年は自動的に判別
します。

日付／時刻を設定する

1電源スイッチを「カメラ」にする
¡ ボタンを押しながら、電源スイッチを
「カメラ」に合わせます。

¡ 電源ランプが点灯します。

2「カメラメニュー」を出す ¡ メニューボタンを押します。

電源スイッチメニューボタン

マルチダイヤル

カ  メ  ラ  メ  ニ  ュ  ー  選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

カ メ ラ 設 定 
設 定 

表 示 設 定 
V TR

ム 設 定 ス シ テ 
戻  る  

メニュー 

(VTR)再生 

カメラカメラ 

切 

電源 

カメラモード 再生(VTR)モード 
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日付／時刻を設定するーつづき

3「システム設定」を選ぶ 1 マルチダイヤルを回して、eを「シス
テム設定」に合わせます。

2 マルチダイヤルを押すと、「システム
設定」サブメニューが出ます。

4「日時設定」を選ぶ 1 マルチダイヤルを回して、eを「日時
設定」に合わせます。

2 マルチダイヤルを押すと、「日時設定」
だけの表示になります。

5日付と時刻を設定する
1 マルチダイヤルを押して、項目を選び
ます。選んだ項目が点滅します。

¡ 押すたびに、年→月→日→時→分と項
目が変わります。

2 マルチダイヤルを回して、数字を選び
ます。

¡ 1と2の操作をくり返して設定しま
す。

カ  メ  ラ  メ  ニ  ュ  ー  選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

カ メ ラ 設 定 
設 定 

表 示 設 定 
V TR

ム 設 定 ス シ テ 
戻  る  

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

ム 設 定 ス シ テ 

リ  モ  コ  ン  コ  ー  ド  ・ ・ ・ ・ ・ 

日  時  設  定  ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

1
お  し  

戻  る  

ら  せ  ブ  ザ  ー  ・ ・ ・ ・ ・ 入  
エ  リ  ア  マ  ー  タ  ／  サ  ム  イ  ・ ・ 

– – – . .–
– – – – –: –

–– – –
ト  ウ  キ  ウ  ョ  

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

ム 設 定 ス シ テ 

リ  モ  コ  ン  コ  ー  ド  ・ ・ ・ ・ ・ 1
お  し  

戻  る  

ら  せ  ブ  ザ  ー  ・ ・ ・ ・ ・ 入  
エ  リ  ア  マ  ー  タ  ／  サ  ム  イ  ・ ・ 
日  時  設  定  ・ ・ ・ ・ ・ ・ – – – . .–

– – – – –: –
–– – –

ト  ウ  キ  ウ  ョ  

選  択  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

ム 設 定 ス シ テ 

日 時 設 定 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 0 0 . .2
AM 1 2 0 0

1 1
:

戻  り  

例: 2002年9月1日午前9時20分に設定
する。

・ ・ ・ ・ ・ ・ 日 時 設 定 2 0 0 2 1 ..  1
MA 1 2 : 0 0

・ ・ ・ ・ ・ ・ 日 時 設 定 2 0 0 2 9 ..  1
MA 1 2 : 0 0

・ ・ ・ ・ ・ ・ 日 時 設 定 2 0 0 2 9 ..  1
MA 1 2 : 0 0

・ ・ ・ ・ ・ ・ 日 時 設 定 2 0 0 2 9 ..  1
MA  9 : 0 0

・ ・ ・ ・ ・ ・ 日 時 設 定 2 0 0 2 9  ..  1
MA  9 : 2 0
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日付・時刻は次のように変わります
（マルチダイヤルを上に回した場合）

¡ 下に回した場合には、矢印と逆方向に
変わります。

3 時報に合わせて、メニューボタンを押
します。内蔵時計が動き始めます。

¡ 日付／時刻を設定すると、電源を入れ
るたびに約４秒間エリア（トウキョウ
以外に設定したとき）と日付／時刻が
大きく表示されます。

撮影時に日時を表示する

撮影時の日時は、通常画面に表示されませんが、テープには記録されます。本機では撮影中に現
在の日時を画面の左下に表示することができます。表示される日時は、撮影している画面中には
録画されません。（再生時に撮影したときの日時を表示したいとき 99）

「表示設定」サブメニューから「日時表示」を選び、「入」に
します。（ 76）

● 「日時表示」が「入」のときには、日時設定後にメニューを終了したときや電源を入れ
ても画面に大きくエリアと日時を表示しません。

補足  

2 0 0 2 9 ..  1
MA  9 : 2 0

カメラモード 再生(VTR)モード 

日付や時刻の一部を変更する

15の操作で、マルチダイヤルを押して、変更したい項目を選びます。

2マルチダイヤルを回して、数字を変更します。

3メニューボタンを押して、メニューを閉じます。

年： 2002

1 2 3 12

1 2 3 31

00 01 02 59

AM12 AM1 AM2 AM11

PM2 PM1 PM12PM11

2003 2010 2030

月： 

日： 

時： 

分： 

・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 0 0 2 9 ..  1
MA  9 : 2 0

日 時 設 定 

2 0 0 2 9 ..  1
MA  9 : 2 0

メニュー 
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ズームイン 

ズームアウト 

T

W

本機は、18倍の光学ズームに加えて、360倍までのデジタルズームを装備しています（72倍、
360倍までの選択が可能）。ズームを使うと、ビデオカメラの位置を変えずに、被写体を大きく
したり、小さくしたりして撮影できます。
● ご購入時には、デジタルズームは「72×」に設定されています。
● ズームレバーを少し動かすと低速ズームに、さらに動かすと高速ズームになります。
（ズームスピードは多段階になっています。）リモコンではズームスピードは一定です。

¡ 被写体が大きくなり、ズームインになります。

¡ Tはtelephoto
　 テ レ フ ォ ト 　

（望遠）の頭文字で、画面の一部を大きく拡大できます。

ズームインするとき

（本体）
ズームレバーを引く

ズーム 
W T （リモコン）

ズームボタンを押す

¡ 被写体が小さくなり、ズームアウトになります。

¡ Wはwide
ワ イ ド

（広角）の頭文字で、広い範囲が撮影できます。

ズームアウトするとき

（本体）
ズームレバーを押す

ズーム 
W T （リモコン）

ズームボタンを押す

ズームボタン

メニューボタン

ズームレバー

大きくしたり、小さくしたりして撮る(ズーム）
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デジタルズームについて

光学ズームの18倍を越えると、自動的にデジタルズームになります。デジタル領域では、画像を
デジタル処理するため画質が低下し、通常より画面が粗くなります。

デジタルズームの設定を変える
「カメラ設定」サブメニューから「デジタルズーム」を選び、
「切」または「360×」にします。（ 76）

切  デ ジ タ ル ズ ー ム ・ ・ ・ ・ ・ 

選  択  戻  り  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

 設 定 メ カ ラ 

×  3 60
2×  7

液晶画面／ビューファインダーの表示
光学ズームのとき（デジタルズーム「切」）

●ズームレバーを操作するとズームのおよその位置を表示し
ます。離すと約４秒後に消えます。
●デジタルズームになると、ズーム表示が長くなります。デ
ジタルズーム領域は、72倍までは水色、72倍から360倍
までは青色で表示されます。

TW

TW

TW

カメラモード 再生(VTR)モード 

デジタルズーム「72×」のとき

デジタルズーム「360×」のとき

● ナイトモードでは、デジタルズームは使用できません。
● 撮影中ズームを使いすぎると、落ち着きのない画面になります。効果的にお使いくださ
い。

● ズームをしながら撮影するときは、広角～望遠までの全域で、被写体から1m以上離れ
てください。

補足  
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ビデオカメラが近づける距離の変化(光学ズームのとき)

ズームを使ったときに、どこまで近づいて撮影できるの？
ズームの位置によって、被写体にどこまで近づけるかが変わります。

● 近くのものにピントが合わないときには、ズームレバーをＷ側に動かして広角にします。

距離 

ピントの合う範囲 

1cm

1m

ズームの位置 

ズームのWの端 
約1cmまで 

ズームのTの端 

ヒント 

大きくしたり、小さくしたりして撮る(ズーム）ーつづき
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撮影した内容を確認する（録画チェック）/つなぎ撮り（録画サーチ）
● 音声は聞こえません。

録画チェックc

最後に撮影した場面(約3秒間)を再生して、液晶画面／ビューファインダーで確認できます。

¡ c録画チェックボタンをポンと押します。
¡ 撮影した最後の場面（3秒間分）がw、eの順
番で再生され、撮影一時停止に戻ります。

● 逆方向の再生中は画面が多少乱れます。

補足  

録画サーチ ボタン／
c録画チェックボタン

録画サーチ ボタン

撮影一時停止中

録画サーチ
撮影した場面を正方向、逆方向に再生して撮り直しや続けて撮影したい場面を探せます。

¡ 録画サーチ ボタンを押し続けます。

一時停止 一時停止 一時停止 

押し続ける 押し続ける 

離す 離す 
録画 

サーチ 

録画 
サーチ 

録画 
サーチ 

録画 
サーチ 

録画 
サーチ 

撮影一時停止中

正方向の再生をする

¡ 録画サーチ ボタンを押し続けます。
¡ 離すと、その場面で撮影一時停止になります。

録画 
サーチ 逆方向の再生をする

録画 
サーチ 

w 逆方向再生 

e 正方向再生 

q 　 　　押す 録画 
サーチ 

カメラモード 再生(VTR)モード 

カメラモード 再生(VTR)モード 
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w液晶画面を開く
¡OPEN ボタンを押して開き、見やすい角度
に調整します。

¡液晶画面を外側に向
けて本体に収納する
ことができます。

撮影したテープを液晶画面で見ます。ビューファインダーでも見ることができます。再生すると
きには、内蔵のスピーカーで音声を聞くことができ、音量も調整できます（ 51）。
● 内蔵スピーカーでは音声はモノラルになります。（市販のヘッドホンを使用すると、ステレオ
で音声を確認できます。 52）

準備
● バッテリーパックなどの電源を取り付ける。
● カセットを入れる。

q

(VTR)再生 

カメラ 

切 

電源 

w

q電源スイッチを「再生（VTR）」にす
る
¡ボタンを押しながら、「再生（VTR）」に合
わせます。

¡電源ランプが点灯します。

180°回転させて
閉じる

再生する

e t
r eテープを巻き戻す

¡巻き戻しボタンを押します。

r再生する
¡再生ボタンを押します。

t再生を終える
¡停止ボタンを押します。

再生画面がおかしいときは
● ビデオヘッドが汚れている場合があります。市販の乾式のヘッドクリーニングカセットを
使ってビデオヘッドをきれいにしてください。
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特殊再生
特殊再生時には、音声は聞こえません。

巻戻し 再生 早送り 

停止 

一時停止 スロー 

＋/ー/

２ ＋
 

早送り再生：押している間だけ約9.5倍の早送り再生になります。
早送りボタンを押し続ける。離すと、ふつうの再生に
戻る。

録画 
サーチ 

再生中

早送りボタンを押し続ける。離すと、早送りに戻る。録画 
サーチ 

早送り中

巻戻し再生：押している間だけ約9.5倍の巻き戻し再生になります。
巻き戻しボタンを押し続ける。離すと、ふつうの再生
に戻る。

録画 
サーチ 

再生中

巻き戻しボタンを押し続ける。離すと、巻き戻しに戻
る。

録画 
サーチ 

巻き戻し中

巻き戻しボタン
早送りボタン

停止ボタン
再生／一時停止ボタン

静止画再生

一時停止ボタンを押す。もう一度押すと、ふつうの再生
に戻る。

フォーカス 

再生中

● 再生画面は液晶画面を閉じると、ビューファインダーで見ることができます。
● 再生時に撮影したときの日付/時刻を表示する場合は、99ページをご覧ください。

ヒント 
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➡

正方向2倍速再生
×2ボタンを押す。
再生ボタンを押すと、ふつうの再生に戻る。

２ ＋
 

再生中

逆方向コマ送り
ー/4a ボタンを押す。
押すたびに1コマずつ逆方向に送られる。
押し続けると、連続コマ送りになる。

スロー ー/

静止画再生中

逆方向スロー再生
ー/4a ボタンを押し、スローボタンを押す。
通常の約1／3の逆方向スロー再生になる。
再生ボタンを押すと、正方向（ふつうの）再生に
戻る。

ー/

再生中

逆方向2倍速再生
ー/4a ボタンを押し、×2ボタンを押す。
再生ボタンを押すと、正方向（ふつうの）再生に戻
る。

再生中
２ ＋
 ー/

➡

正方向コマ送り
+/ae ボタンを押す。
押すたびに1コマずつ送られる。
押し続けると、連続コマ送りになる。

＋/
静止画再生中

正方向スロー再生
スローボタンを押す。通常の約1/3のスロー再生に
なる。再生ボタンを押すと、ふつうの再生に戻る。

スロー 
再生中

逆方向再生
－/4a ボタンを押す。再生ボタンを押すと、正方
向（ふつうの）再生に戻る。

ー/再生中

● 一部の特殊再生では、画面が多少乱れることがあります。
● 静止画再生が約5分以上続くと、自動的に停止状態になります。再生するときはもう一
度再生ボタンを押します。逆方向再生中に一時停止ボタンを押したとき（逆方向静止画
再生）は、約2分以上続くと停止状態になります。

補足  

再生するーつづき
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撮影したテープを液晶画面で見るときに、同時に内蔵スピーカーで音声も聞くことができます。

1音量を調整する
¡ マルチダイヤルを回して、調整します。
¡ 音量表示が出ます。調整を終えると、
約4秒後に表示は消えます。

再生中

マルチダイヤル

電源スイッチ

内蔵スピーカー

－  ＋  
ス ピ ー カ ー 

音声の消しかた

¡ マルチダイヤルを下に回し続けます。音量表示が消え、「切」
が出ます。

¡ スピーカーから、音声は出ません。
¡ 再び音声を聞くときは、マルチダイヤルを上に回します。切  

ス ピ ー カ ー 

カメラモード 再生(VTR)モード 

音量を調整する
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ヘッドホン端子は、AV（映像／音声）端子と共通です。（AV端子を使用するとき 53）
ヘッドホンは、画面に「ヘッドホン」の表示が出ているときに使用できます。「ヘッドホン」が出
ていない場合は、AV端子の設定になっているので、設定を変更します。

● ご購入時の設定は「AV」です。

ヘッドホンで音声を聞く

「VTR設定」サブメニューの「AV／ヘッドホン」から「ヘッドホ
ン」を選びます。（ 76）
¡「ヘッドホン」の表示が出ます。

● 画面に「ヘッドホン」の表示が出ていないときは、ヘッドホンを接続しないでください。
表示が出ていないときに、ヘッドホンを接続すると、雑音が出ます。

● 大きな音で再生すると、歪んで聞こえることがあります。その場合は、音を小さくして
ください。

● ヘッドホンは、カメラモード、または再生（VTR）モードのときに使用できます。音
量の調整のしかたは、内蔵スピーカーと同じです。

● 調整した音量は、電源を切っても記憶しています（スピーカーとヘッドホンの音量は
別々に記憶します）。

● ヘッドホンの音量は再生（VTR）モードだけでなく、カメラモードでも調整できます。
再生（VTR）モード、カメラモードは同じ音量になります。

ヒント 

注意  

ン ホ ド ッ ヘ 

AV

MIC

カメラモード 再生(VTR)モード 

ヘッドホン端子

音量を調整するーつづき
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S(S1)-映像／音声入力端子付きのテレビにつないで見る

S-ビデオケーブル S-150、ステレオビデオケーブル STV-250Nを使います。

※黄色い映像プラグは使用しません。

接続する機器の使用説明書もあわせてご覧ください。

本機にACパワーアダプターを接続して、家庭用のコンセントで使うことをおすすめします。
● 接続は、各機器の電源を切って行ってください。

AV端子は、ヘッドホン端子と共通です（ 52）。AV端子を使うときに、液晶画面／ビュー
ファインダーに「ヘッドホン」の表示が出ている場合は、設定を変更します。
● ご購入時の設定は「AV」です。

テレビで見る

ステレオ

音声 

映像 

ビデオ 

テレビ テレビ 

S(S1)-映像 

R

L

S DV

AV

MIC

ステレオ音声 
 入力 端子へ 

S(S1)-映像／音声入力端子付きの 
ビデオを通して接続する場合 

入力 

（白） 

S(S1)-映像 入力  
端子へ 

テレビ／ビデオ切り換え 
スイッチを「ビデオ」に 

入力切り換えスイッチを 
「外部入力（ライン）」に 

 S-映像端子へ 

テレビ／ビデオ切り換え 
スイッチを「ビデオ」に 

（赤） 

S-ビデオケーブル  
S-150（付属） 

ステレオビデオケーブル  
STV-250N（付属） 

信号の流れ 

信号の流れ 

（黄） 
※黄色い映像プラグは 
　使用しません。 

本体 

端子カバーを開く 

テレビについて
● 再生時には、S(Ｓ１)-映像端子のついたテレ
ビをおすすめします。DV方式の持つ高画質
を十分にお楽しみいただけます。

「VTR設定」サブメニューの「AV／ヘッドホン」から「AV」を選
びます。（ 76）

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

AV・ ・ ・ ・ 

設 定  V RT

AV /ヘ ッ ド ホ ン 
ヘ ッ ド ホ ン 

カメラモード 再生(VTR)モード 
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映像／音声入力端子付きのテレビにつないで見る
ステレオビデオケーブル STV-250Nを使います。

※S-映像端子は使用しません。

接続する機器の使用説明書もあわせてご覧ください。

本体 

端子カバーを開く 

ビデオ 

テレビ テレビ 

音声 

映像 

入力 

R

L

AV

MIC

映像／音声入力端子付きの 
ビデオを通して接続する場合 

テレビ／ビデオ切り換え 
スイッチを「ビデオ」に 

入力切り換えスイッチを 
「外部入力（ライン）」に 

テレビ／ビデオ切り換え 
スイッチを「ビデオ」に 

ステレオ音声 
 入力 端子へ 

（白） 

（赤） 

（黄） 

映像 入力 端子へ 

ステレオビデオケーブル  
STV-250N（付属） 

信号の流れ 

ステレオ

S1-映像入力端子付きのテレビの場合
● 本機のワイドテレビ用「16：9」機能（ 70）で撮影した画像をテレビで見るとき
に、本機をS1-映像入力端子につないで再生すると、自動的にワイド画面に切り換わり
ます。

ビデオ方式 IDシステム（ID-1）方式対応のテレビの場合
● 本機のワイドテレビ用「16：9」機能（ 70）で撮影した画像をテレビで見るとき
に、Sまたは映像入力端子につないで再生すると、自動的にワイド画面に切り換わりま
す。

ヒント 

テレビで見るーつづき
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液晶画面を相手に見せながら撮る（対面撮影）
液晶画面を相手に見せながら、ビューファインダーを使って撮影できます。セルフタイマー
（ 58）などでビデオカメラを固定して大勢で撮影したりするときにも便利です。

液晶画面に映る映像を選ぶ

液晶画面を回転させると、画面に映る映像は左右逆になります。ご購入時の設定を変えて、記録
される映像と同じ状態で映すことができます。
ミラー： 液晶画面に映る画像が左右逆になり、鏡を見ているような映像になります。
ノーマル： 記録される映像と同じ状態で液晶画面に映ります。液晶画面に映る文字などを読

むことができます。

● ご購入時の設定は「ミラー」です。

q

w

(VTR)再生 

カメラカメラ 

切 

電源電源 q液晶画面を回転させる

w撮影する
¡スタート／ストップボタンを押します。

撮影一時停止中

「表示設定」サブメニューから「対面撮影」を選び、「ノーマル」
にします。（ 76）

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

・ ・ ・ ・ ・ ・ 対  面  撮  影  ミ  ラ  ー  
ノ  ー  マ  ル  

設 定 表 示 

カメラモード 再生(VTR)モード 

「ミラー」のときに液晶画面に出る表示
ビューファインダーでは、すべての表示が出ます。

録画 
撮影一時停止 
取り出し 

セルフタイマー（ 58）
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フォト撮影では写真を撮るように静止画を撮影できます。旅行先の案内板や地図などの静止画を、
場面の初めに使うと効果的です。また、撮影の最初に静止画を入れておくと、録画を始めた部分
をフォトサーチ機能で簡単に探し出せます（ 97）。
本機では撮影一時停止からフォト撮影する方法と、動画を撮影中に撮影を中断せずにフォト撮影
する方法の2種類があります。
● 静止画1枚のテープへの記録時間は約6.5秒です。
● 撮影中の音声はそのまま記録されます。

フォトボタン

フォトボタン

撮影一時停止からフォト撮影する

● リモコンのフォトボタンを押したときは、すぐにフォト撮影が始まります。

1フォトボタンを浅く押す
¡ Fが白色に点滅した後、ピント調整が
終わると緑色の点灯に変わります。

¡ 露出がロックされます。

2フォトボタンを深く押す ¡ Fが消えます。
¡ 液晶画面／ビューファインダーの映像
も静止画になります。

¡ フォト撮影が始まると、撮影している
時間（秒）が画面に表示され、約6.5秒
後に自動的に撮影一時停止になります。

撮影一時停止中

フ  ォ  ト  

フォト 

フ  ォ  ト  

フォト 

カメラモード 再生(VTR)モード 

静止画を撮る（フォト撮影）
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フォト撮影時のピントとF表示について
オートフォーカスのとき：
● ピントが合うとFは白色の点滅から、緑色の点灯に変わります。
● オートフォーカスの苦手な被写体など（ 65）を撮影していて、白色の点滅のまま
変わらないときがあります。このようなときはフォトボタンを浅く押したまま、マルチ
ダイヤルを回してピントを合わせてください（Fは緑色の点灯に変わります）。

マニュアルフォーカスのとき：
● 最初から緑色の点灯になります。マルチダイヤルでピントを合わせてください。

補足  

動画を撮影中にフォト撮影する

1フォトボタンを深く押す
¡ 液晶画面／ビューファインダーの映像
も静止画になります。

¡ フォト撮影が始まると、撮影している
時間（秒）が画面に表示され、約6.5
秒後に自動的に撮影一時停止になりま
す。

フォト撮影は
● 約6.5秒後に自動的に撮影一時停止になります。フォト撮影をしている約6.5秒間に電
源スイッチを「切」にしても、撮影が終わるまで電源は切れません。

● 液晶画面／ビューファインダーで被写体が確認できる明るさで撮影してください。

注意  

撮影中

フ  ォ  ト  

フォト 

カメラモード 再生(VTR)モード 
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セルフタイマーで撮る

フォト 

フォトボタン
フォトボタン

スタート／
ストップボタン

セルフタイマー
ボタン

動画、静止画のどちらでも使用できます。対面撮影などのときに便利です。

セルフタイマー
ボタン

スタート／ストップボタン

● 本体のスタート／ストップボタン、フォトボタンでは10秒後、リモコンでは2秒後に撮影を開
始します。

動画を撮影するとき

1セルフタイマーボタンを押す
¡「セルフタイマー」の表示が出ます。
対面撮影時の表示（ 55）。

2撮影する ¡ スタート／ストップボタンを押しま
す。

¡ 撮影開始までの時間が表示されます
（10～１秒）。

撮影一時停止中

セ  ル  フ  タ  イ  マ  ー  

データ 
コード 

(VTR)再生 

カメラ 

切 

電源 

カメラモード 再生(VTR)モード 
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● セルフタイマーの動作を開始する前に解除するときは、セルフタイマーボタンを押して
ください。

● 撮影開始までの時間が表示されている間にセルフタイマーを解除するときは、セルフタ
イマーボタンを押してください。

● メニューで「おしらせブザー」が「入」のときは、撮影開始までブザーが鳴ります。

補足  

静止画を撮影するとき

1セルフタイマーボタンを押す
¡「セルフタイマー」の表示が出ます。
対面撮影時の表示（ 55）。

2フォトボタンを深く押す ¡ 撮影開始までの時間が表示されます
（10～１秒）。

¡ 本体で操作したときは、撮影開始2秒
前にFが白色で点滅し、緑色の点灯に
変わります。
リモコンの場合は、すぐに点灯します。
撮影開始から約6.5秒後に自動的に撮
影一時停止になります。

撮影一時停止中

セ  ル  フ  タ  イ  マ  ー  

データ 
コード 

フォト 

カメラモード 再生(VTR)モード 
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撮影モード
切り換え
スイッチの位置

撮影モード

デジタルズーム

シャッタースピード

ピント合わせ

ホワイトバランス

AEシフト

手ぶれ補正（入/切）

デジタルエフェクト

16：9

撮影場面や目的に合わせて撮る（プログラムAE）

オート＝自動調整になります。 ○＝操作できます。 ×＝操作できません。

撮影モードの選択

撮影モードは、8種類あります。撮影シーンに合わせて、撮影モードを選んでください。
● 撮影モードによって、使用できる機能が異なります。

[（全自動）モード
すべてをカメラまかせ。
ズームとスタート／ストップボタンを押すだけで簡単に撮影できる
モードです。

[

オートモード
すべてをカメラまかせで撮影できるモードですが、細かく設定でき
ます。

オート

[(全自動)
モード

○

入

×

×

オート
モード

○

スポーツ
モード

○

サーフ＆スノー
モード

スポットライト
モード

○

○

○

○

○

ポートレート
モード

○

ローライト
モード

○

オート

ナイト
モード

×

×

オート

×

P P
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スポットライトモード
スポットライトなどの範囲の狭い照明が当たるシーンを鮮明に撮影
することができます。

こんなときに使います
結婚式のスポットライトで照明されたシーンや、発表会の舞台など
を撮影する場合

スポットライト

ポートレートモード
絞りを開くことにより、背景や周囲をボカし被写体を引き立たせる
ことができます。背景や被写体の手前にあるものをぼんやりとボカ
して撮影します。ポートレートモードでは、シャッタースピードは
自動で調整されます。

こんなときに使います
¡ 屋外で被写体を引き立てて撮影する場合
¡ 奥行きのある映像の中で被写体を引き立てて撮影する場合

● ズームの望遠（Ｔ）側にすると、背景のボケの効果がより大きくなります。
● シャッタースピードが速めに設定されるため、再生するとなめらかに見えないことが
あります。

補足  

ポートレート

スポーツモード
ゴルフやテニスなどのスポーツをしている人の撮影に適しています。
本機の特殊再生機能で、速い動きもクリアに再生できます。
フォーム分析などにも便利です。

こんなときに使います
¡ 晴天下でテニスやゴルフなどのスポーツをしている人の撮影
¡ 走っている自動車や列車などの中から外を撮影するとき
¡ ジェットコースターなどの動きの速い乗り物の撮影などの場合

● スポーツモードでは、シャッタースピードが高速に設定されます。晴天の屋外や照明
の十分な屋内など、明るい場所での撮影にご使用ください。

● スポーツモードは、静止画再生やスロー再生などの特殊再生を目的としたモードです。
このため、通常のスピードで再生すると、なめらかに見えないことがあります。

補足  

スポーツ
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撮影場面や目的に合わせて撮る（プログラムAE）ーつづき

サーフ＆スノーモード
夏の海岸や冬の雪一面のスキー場など、周囲全体が明るい場所でも
被写体が暗くなるのを防ぎ、鮮明に撮影することができます。

こんなときに使います
反射光が多くまぶしい海辺やスキー場などで撮影する場合

● 曇りや日陰など周囲が暗いときには被写体が明るくなり過ぎる場合があります。液晶画
面/ビューファインダーで映像を確かめてください。

● シャッター速度が速めに設定されるため、再生するとなめらかに見えないことがあり
ます。

補 足  

サーフ＆スノー

ローライトモード
明るさが不足する場所で被写体を明るく撮影できます。シャッター
スピードは、スローシャッターで固定されます。

こんなときに使います
多少暗いところや暗くても照明が使えないところで、動きの少ない
被写体を撮影する場合

● ローライトモードでは、動きのある被写体は、尾を引いたような残像になります。
● ローライトモードでは、明るく撮影できる分、通常の撮影に比べて画質が多少劣化す
ることがあります。

● 自動ではピントの合いにくいときがあります。

補足  

ローライト

ナイトモード
夜間などの暗いところでも、被写体をカラーで明るく撮影できます。
シャッタースピードは、自動で調整されます。

こんなときに使います
¡ 暗くても照明が使えないところで、被写体を撮影する場合
¡ 夜景を撮影する場合

非常に暗いところで撮影するときは
● ナイトモードでは、動きのある被写体は、尾をひいたような残像になります。
● ナイトモードでは、明るく撮影できる分、通常の撮影に比べて画質が多少劣化するこ
とがあります。

● ナイトモードでは、画面に白い点があらわれることがあります。
● 自動ではピントが合いにくいときは、手動でピントを合わせてください。

補足  

ナイト
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[（全自動）以外の撮影モードの選びかた

1 Qにする ¡ 撮影モード切り換えスイッチをQにし
ます。

2プログラムAEメニューを出す ¡ マルチダイヤルを押します。

3撮影モードを選ぶ 1 マルチダイヤルを回して、eを撮影
したいモードに合わせます。

2 マルチダイヤルを押すと、選んだモー
ド表示が出ます。

P

ポ  ー  ー  ト  ト  レ  
ス  ポ  ッ  ト  ラ  イ  ト  

ト  
サ  ー  フ  ス  ノ  ー  ＆  
ロ  ー  ラ  イ  
ナ  イ  ト  

オ  ー  ト  
ス  ポ  ー  ツ  

ポ  ー  ー  ト  ト  レ  
ス  ポ  ッ  ト  ラ  イ  ト  

ト  
サ  ー  フ  ス  ノ  ー  ＆  
ロ  ー  ラ  イ  

オ  ー  ト  
ス  ポ  ー  ツ  

ナ  イ  ト  

ポ  ー  ー  ト  ト  レ  

カメラモード 再生(VTR)モード 
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● キラキラ光っていたり、極端に明るい被写体(一部に高輝度な部分
を含む被写体)を撮影すると、縦に光の帯が出ることがあります。

プログラムAEを使うときは
● 撮影中はプログラムAEモードを変えないでください。プログラム
AEモードを変えると映像の明るさが一時的に大きく変化する場合
があります。

● AEは自動露出の意味です。（Auto-Exposure）

補足  

撮影場面や目的に合わせて撮る（プログラムAE）ーつづき
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ズームレバー

フォーカスボタン

マルチダイヤル

手動でピントを合わせる

自動ではピントが合いにくい被写体

● 輝いたり、強い光が反
射している

● 白い壁など、明暗の差
がない

● 動きが速い

● 横じまがある ● 水滴や汚れの付いた
ガラス越し

● 遠くと近くに同時にある

● 暗い ● 夜景

まれに自動調整ではピントが合いにくい場合がありますので、そのときには手動でピントを合わ
せてください。
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手動でピントを合わせるーつづき

1Qにする ¡ 撮影モード切り換えスイッチをQにし
て、[（全自動）以外のモードにし
ます。（ 63）

2被写体の大きさを決める ¡ ズームレバーを動かして被写体を撮り
たい大きさにします。

¡ 手動でピントを合わせてから、ズーム
で大きさを変えると、ピントがずれる
ことがあります。先にズームで大きさ
を決めてからピントを合わせます。

3フォーカスボタンを押す ¡ 「eM.フォーカス」（水色）の表示が
出ます。

4ピントを合わせる ¡ 遠くのものにピントを合わせるとき
は、マルチダイヤルを下に回します。

¡ 近くのものにピントを合わせるとき
は、マルチダイヤルを上に回します。

¡ eが「AE」の前にあるときは、手動
でピント合わせができません。もう一
度、フォーカスボタンを押してくださ
い。

P

. ｫ ﾌ M － ｶ ｽ フォーカス 

カメラモード 再生(VTR)モード 

. ｫ ﾌ M － ｶ ｽ . ｫ ﾌ M － ｶ ｽ 
E +0 . 5A E +0 . 5A
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自動ピント合わせに戻すとき
フォーカスボタンをもう１回押します。「eM.フォーカス」表示が消えます。

手動ピント合わせにしているとき
● 撮影モード切り換えスイッチを[（全自動）モードにすると、自動ピント合わせにな
ります。ほかの撮影モードでは手動のままです。

● 電源を切ったときは、ピントを合わせ直してください。

補足  
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被写体が太陽を背にしていたりする逆光の状態では、被写体が黒くつぶれてしまうことがありま
す。逆に、あまり強い光を被写体が受けると、白くとんでしまいます。このようなときには、撮
影するときの露出を自動で調整するAEのレベルを明るめにしたり、暗めにしたりできます。
－2.0、－1.5、－1.25、－1.0、－0.75、－0.5、－0.25、±0、＋0.25、＋0.5、＋0.75、
＋1.0、＋1.25、＋1.5、＋2.0の15段階から選べます。

1Qにする ¡ 撮影モード切り換えスイッチをQにし
て、スポットライトとサーフ＆スノー、
ナイト以外の撮影モードにします。
（ 63）

2 AEシフトボタンを押す ¡「eAE」（水色）の表示が出ます。

3 AEシフトを調整する ¡ 明るめにするときは、マルチダイヤル
を上に回します。

¡ 暗めにするときは、マルチダイヤルを
下に回します。

¡ eが「M. フォーカス」の前にあると
きは、手動で露出補正ができません。
もう一度、AEシフトボタンを押して
ください。

● AEシフトは、撮影モードが[（全自動）、スポットライト、サーフ＆スノー、ナイト
モードのときには調整できません。

補 足  

マルチダイヤル

AEシフト

カメラモード 再生(VTR)モード 

. ｫ ﾌ M － ｶ ｽ . ｫ ﾌ M － ｶ ｽ 
E +0 . 5A E +0 . 5A

P

E ±0A

AE シフト 

E ±0A

ｰ 1E 0.A

自動露出の調整をする（AEシフト）
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本機のさまざまな機能について、ご購入時の設定をメニューから変更することができます。
メニューは、2種類あります。
メニュー項目の一覧（ 70～75）、設定内容の変更のしかた（ 76）は、各参照ページをご
覧ください。

メニュー一覧について（ 70～75）
¡ メニュー一覧の設定内容について、ご購入時には、太文字の内容に設定されています。
（例： ）

¡ 各メニューで「[戻る」を選ぶと、一つ前のメニュー画面に戻ります。

入

ご購入時の設定を変える（メニュー）

カ  メ  ラ  メ  ニ  ュ  ー  選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

カ メ ラ 設 定 
設 定 

表 示 設 定 
V TR

ム 設 定 ス シ テ 
戻  る  

(VTR)再生 

カメラカメラ 

切 

電源 

メインメニュー メインメニューの画面表示 電源スイッチ

カメラメニュー
（ 72）

カメラモード

VTR メ  ニ  ュ  ー  選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

設 定 
表 示 設 定 
VTR

ム 設 定 ス シ テ 
戻  る  

(VTR)再生 

カメラカメラ 

切 

電源 

VTRメニュー
（ 73）

再生（VTR）モード

ご購入時の設定を変える（メニュー）
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ご購入時の設定を変える（メニュー）ーつづき

カメラメニュー1 「カメラ設定」サブメニュー

カ  メ  ラ  メ  ニ  ュ  ー  選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

カ メ ラ 設 定 
設 定 

表 示 設 定 
V TR

ム 設 定 ス シ テ 
戻  る  

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

設 定 メ カ ラ 

戻  る  

1 6 : 9
ホ  ワ  イ  ト  バ  ラ  ン  ス  

オ  ー  

ー  

ト  

オ  ト  
切  
入  

・ 

デ ジ タ ル ズ ー ム 
手 ぶ れ 補 正 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 

・ ・ ・ 

シ タ ッ ャ ー 
2×  7

シャッター オート
オート以外

シャッタースピードを自動で調整する。
シャッタースピードを手動で設定する。

82

デジタルズーム

手ぶれ補正 入 手ぶれを補正する。 79
切 手ぶれ補正を解除する。

切
72×
360×

デジタルズームを使わない。
72倍のデジタルズームを使う。
360倍のデジタルズームを使う。

45

サブメニュー項目 設定内容 意味

ホワイトバランス オート 色合いを自動で調整する。 84
オート以外 色合いの調整を撮影する状況に合わせて設定する。

16：9 入 ワイドテレビ用に撮影する。
¡ 横長画面（画面の横、縦の比率が16:9）のワ
イドテレビ用に撮影したときは、テレビをワ
イドテレビモードに切り換えてください（詳
しくはテレビの使用説明書もあわせてご覧く
ださい）。通常（画面の横、縦の比率が4:3）
のテレビで再生すると、縦に伸びた映像にな
ります。S1映像入力端子やビデオID-1方式
対応のテレビに接続すると、自動的にワイド
画面に切り換わります。（ 53、54）

切 通常の4：3のテレビ用に撮影する。

カメラメニュー2 「VTR設定」サブメニュー

SP
LP

録画モード SP(標準）モードで録画する。
LP(標準の1.5倍の録画時間）モードで録画する。

81

ウィンドカット 入 内蔵マイクを使用時に風音などを低減する。 80
切 風音などを低減しない。

カ  メ  ラ  メ  ニ  ュ  ー  選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

カ メ ラ 設 定 
設 定 

表 示 設 定 
V TR

ム 設 定 ス シ テ 
戻  る  

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

戻  る  

SP  
切  

・ ・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ 
・ ・ 
・ ・ 
・ ・ 21 i tb

設 定  V RT

モ ー ド 録 画 
ウ ィ ン ド カ ッ ト 
オ ー デ ィ オ モ ー ド 

AV・ ・ ・ ・ AV /ヘ ッ ド ホ ン 
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ノーマル ビデオカメラが撮っているそのままの画面になる。
オンスクリーン 入 液晶画面/ビューファインダーの情報を本機に接

続したテレビ画面に表示する。
¡ モニターテレビで情報を確認しながら撮影す
るときに使います。

日時表示 入 撮影中にも日時を表示する。 43
切 撮影中に日時を表示しない。

切 液晶画面/ビューファインダーの情報を本機に接
続したテレビ画面に表示しない。

ミラー対面撮影 対面撮影するときに、液晶画面が鏡のように反転
した画面になる。

55

カメラメニュー3 「表示設定」サブメニュー

カ  メ  ラ  メ  ニ  ュ  ー  選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

カ メ ラ 設 定 
設 定 

表 示 設 定 
V TR

ム 設 定 ス シ テ 
戻  る  

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

入  
切  

・ ・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ 

戻  る  

 L あ DC か る さ 調 整 －  ＋  
対  面  撮  影  
オ  ン ス  ク  リ  ー  

・ 入  ・ ・ ・ ・ ・ ・ デ  モ  モ  ー  ド  

ン  
ミ  ラ  ー  

日 時 表  示  

設 定 表 示 

・ ・ ・ 

LCDあかるさ調整 液晶画面の明るさを調整する。マルチダイヤル
を上に回して、明るさ表示の+にいくほど明る
くなる。
¡ 液晶画面上の画像が暗すぎたり、明るすぎた
りしたときに調整します。

¡ 画面の明るさの調整は、撮影する画像の明る
さとは関係ありません。また、ビューファイ
ンダーの明るさは変わりません。

サブメニュー項目 設定内容 意味

AV/ヘッドホン AV AV端子を使って、映像と音声を入出力する。
ヘッドホン ヘッドホンを使う。

オーディオモード 16bit 1つのステレオ音声が高音質で記録できる。
¡ 高音質で音声を録音するときに使います。

12bit 2つのステレオ音声が記録できる。
¡ アフレコなどをするときに使います。

53
52

 03_FV200_J (55-75)  2002.02.06 13:29  ページ 71



72

ご購入時の設定を変える（メニュー）ーつづき

デモモード 入 デモンストレーション（機能紹介）を行う。
¡ カセットを入れずに「入」に設定してメニュ
ーを閉じたとき、またはカセットが入ってい
ない状態で電源スイッチを「カメラ」にして
5分が過ぎると、自動的に機能紹介が始まり
ます。

¡ デモモードを終了するには、
いずれかの操作ボタンを押す／電源を切る／
カセットを入れます。

切 デモンストレーションを行わない。

サブメニュー項目 設定内容 意味

カメラメニュー4 「システム設定」サブメニュー

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

ム 設 定 ス シ テ 

リ  モ  コ  ン  コ  ー  ド  ・ ・ ・ ・ ・ 

日  時  設  定  ・ 
・ 
・ ・ ・ ・ 

1
お  し  

戻  る  

ら  せ  ブ  ザ  ー  ・ ・ ・ ・ ・ 入  
エ  リ  ア  マ  ー  タ  ／  サ  ム  イ  

・ 
・ 

– – –
– – –

. .–
– – – – –: –

–– – –

カ  メ  ラ  メ  ニ  ュ  ー  選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

カ メ ラ 設 定 
設 定 

表 示 設 定 
V TR

ム 設 定 ス シ テ 
戻  る  

リモコンコード A1 リモコンコードが「1」に設定されたリモコンの
操作を受け付ける。

102

おしらせブザー 入 電源を入れたり、録画を始めたり、結露などの警
告を知らせるときなどにブザーが鳴る。

エリア/サマータイム 世界時計のエリアを設定する。 37
日時設定 日時を設定する。 41

切 ブザーが鳴らない。
¡ ブザー音を消すときに設定します。

A2 コードが「2」に設定されたリモコンの操作を受
け付ける。

切B リモコンの信号を受け付けない。
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* アナログ入力やAVインサートを行う場合の設定です。DV入力を行う場合は、接続したビデオ
機器の設定に合わせて自動的に切り換わります。

AV/ヘッドホン AV AV端子を使って、映像と音声を入出力する。 53
ヘッドホン ヘッドホンを使う。 52

AV入力→DV出力 入 アナログ入力した映像と音声を、デジタル変換し
てDV端子から出力する。

110

切 アナログ入力した映像と音声を、デジタル変換しない。

VTRメニュー1 「VTR設定」サブメニュー

VTR メ  ニ  ュ  ー  選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

設 定 
表 示 設 定 
VTR

ム 設 定 ス シ テ 
戻  る  

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

戻  る  

SP  ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

・ ・ ・ 
・ ・ 
・ ・ 
・ ・ 21 i tb

ｰ  ｰ  ｰ  

設 定  V RT

モ ー ド 録 画 

・ ・ ・ ・ ・ ア フ レ コ 入 力 
ウ ィ ン ド カ ッ ト 

・ ・ ・ ・ ・ ・ バ イ リ ン ガ ル 

オ ー デ ィ オ モ ー ド 

音 声 入 力 

入 力 出 力 

メ イ ン サ ブ ＋ 

AV・ ・ ・ ・ AV /ヘ ッ ド ホ ン 
・ ・ AV DV 切  

SP
LP

SP(標準）モードで録画する。
LP(標準の1.5倍の録画時間）モードで録画する。

12bit 2つのステレオ音声が記録できる。

入 内蔵マイクを使用時に風音などを低減する。 80
切 風音などを低減しない。

マイク入力 内蔵/外部マイクを使ってアフレコする。

サブ 右音声または副音声を再生する。
アフレコ入力 音声入力 オーディオ機器を使ってアフレコする。 114

録画モード

バイリンガル

ウィンドカット

メイン＋サブ ステレオ音声または主＋副音声を再生する。
メイン 左音声または主音声を再生する。

118

オーディオモード* 16bit 1つのステレオ音声が高音質で記録できる。

81
サブメニュー項目 設定内容 意味
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ご購入時の設定を変える（メニュー）ーつづき

VTRメニュー2 「表示設定」サブメニュー

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

戻  る  

入  
切  

・ 
・ ・ ・ 
・ 

・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ 

 L あ DC か る さ 調 整 －  ＋  
再  生  時 も  じ  表  示  
日 付 オ  ー  ト  表  示  
デ  ー  タ  コ  ー  ド  ・ 日 時 
日 時 日 付 時 刻 選  択  &

設 定 表 示 VTR メ  ニ  ュ  ー  選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

設 定 
表 示 設 定 
VTR

ム 設 定 ス シ テ 
戻  る  

LCDあかるさ調整 液晶画面の明るさを調整する。マルチダイヤルを
上に回して、明るさ表示の+にいくほど明るくなる。
¡ 液晶画面上の画像が暗すぎたり、明るすぎた
りしたときに使います。

¡ 画面の明るさの調整は、再生または記録する
画像の明るさとは関係ありません。また、
ビューファインダーの明るさは変わりません。

入

切

再生時もじ表示 入
切

再生時に画面に文字表示が出る。
再生時にデータコード以外の画面の文字を消す。
¡「切」にすると、再生中の文字表示を消すこ
とができます。

¡ 操作中は表示が出て、操作が終わると2秒後
に消えます。
液晶画面のデータコード以外の文字を消すと、
一部の警告文をのぞき、接続しているテレビ
の画面上の文字も消えます。

日付オート表示 テープの再生を始めたとき、または再生中に日付/
エリアが変わったときに約6秒間日付を表示する。
¡「入」のとき、「再生時もじ表示」が「切」に
なっていても、日付は約6秒間表示します。

(約6秒間の)日付表示をしない。
データコード 日時

カメラデータ
データコードボタンを押すと、日時のみ表示する。
カメラデータを表示する。

100

日時＆カメラデータ 日時とカメラデータを表示する。

サブメニュー項目 設定内容 意味

日付

時刻

「データコード」で「日時」を選択したとき、日
付を表示する。
「データコード」で「日時」を選択したとき、時
刻を表示する。

99

日付＆時刻 「データコード」で「日時」を選択したとき、日
付と時刻を表示する。

日時選択
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入

リモコンコード A1

A2

切B

リモコンコードが「1」に設定されたリモコンの
操作を受け付ける。
コードが「2」に設定されたリモコンの操作を受
け付ける。

102

リモコンの信号を受け付けない。
おしらせブザー

切 ブザーが鳴らない。
¡ ブザー音を消すときに設定します。

電源を入れたり、録画を始めたり、結露などの警
告を知らせるときなどにブザーが鳴る。

サブメニュー項目 設定内容 意味

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

ム 設 定 ス シ テ 

リ  モ  コ  ン  コ  ー  ド  ・ ・ ・ ・ ・ 1

VTR メ  ニ  ュ  ー  選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

設 定 
表 示 設 定 
VTR

ム 設 定 ス シ テ 
戻  る  

お  し  
戻  る  
ら  せ  ブ  ザ  ー  ・ ・ ・ ・ ・ 入  

VTRメニュー3 「システム設定」サブメニュー
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メニューの使いかた

● メニューで設定を変えるときは、順番に項目を選んでいきます。
例：カメラメニュー

本体のマルチダイヤルとリモコンの▲、▼、設定ボタンは、同じ操作になります。

本体のマルチダイヤル

上に回す

下に回す

押す

リモコン

押す

押す

押す

メニュー項目や機能の設定内容を選びま
す。

選んだ項目や設定内容を決定したり、次の
画面に移ったりします。

設定 

マルチダイヤル

メニューボタン

r／tボタン

設定ボタン

メニューボタン

デ ジ タ ル ズ ー ム ・ ・ ・ ・ ・ 

選  択  戻  り  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

 設 定 メ カ ラ 

カ  メ  ラ  メ  ニ  ュ  ー  選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

カ メ ラ 設 定 
設 定 

表 示 設 定 
V TR

ム 設 定 ス シ テ 

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

設 定 メ カ ラ 

戻  る  

1 6 : 9
ホ  ワ  イ  ト  バ  ラ  ン  ス  

オ  ー  

ー  

ト  

オ  ト  
切  
入  

・ 

デ ジ タ ル ズ ー ム 
手 ぶ れ 補 正 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 

・ ・ ・ 

シ タ ッ ャ ー 

戻  る  

2×  7
切  

×  36 0
2×  7

メインメニュー
サブメニュー
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● テープの状態、他の機能の設定などにより設定できない項目は、紫色で「－－－－」と表示さ
れます。

ここでは、カメラモードのときに、本体で操作する場合で説明しています。
例：「デジタルズーム」を「切」に設定する

1メインメニューを出す ¡ メニューボタンを押します。

2項目を選ぶ 1 マルチダイヤルを回して、eを設定す
る項目に合わせます。

2 マルチダイヤルを押すと、選んだ項目
のサブメニューが出ます。

3機能を選ぶ 1 マルチダイヤルを回して、eを設定す
る機能に合わせます。

2 マルチダイヤルを押すと、選んだ機能
だけの表示になります。

カ  メ  ラ  メ  ニ  ュ  ー  選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

カ メ ラ 設 定 
設 定 

表 示 設 定 
V T R

ム 設 定 ス シ テ 
戻  る  

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

設 定 メ カ ラ 

戻  る  

1 6 : 9
ホ  ワ  イ  ト  バ  ラ  ン  ス  

オ  ー  

ー  

ト  

オ  ト  
切  
入  

・ 

デ ジ タ ル ズ ー ム 
手 ぶ れ 補 正 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 

・ ・ ・ 

シ タ ッ ャ ー 
2×  7

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

設 定 メ カ ラ 

戻  る  

1 6 : 9
ホ  ワ  イ  ト  バ  ラ  ン  ス  

オ  ー  

ー  

ト  

オ  ト  
切  
入  

・ 

デ ジ タ ル ズ ー ム 
手 ぶ れ 補 正 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 

・ ・ ・ 

シ タ ッ ャ ー 
2×  7

デ ジ タ ル ズ ー ム ・ ・ ・ ・ ・ 

選  択  戻  り  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

 設 定 メ カ ラ 

切  

×  3 60
2×  7

カ  メ  ラ  メ  ニ  ュ  ー  選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

カ メ ラ 設 定 
設 定 

表 示 設 定 
V TR

ム 設 定 ス シ テ 
戻  る  

メニュー 
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4設定内容を選び、決定する 1 マルチダイヤルを回して、eを決定す
る設定内容に合わせます。

2 マルチダイヤルを押すと、サブメニュー
に戻ります。

5メニューを消す ¡ メニューボタンを押します。
¡ シャッタースピードとホワイトバラン
ス以外の機能は、4-2の操作の代り
に、メニューボタンを押しても設定で
きます。

● メニュー中の「[戻る」を選択すると、ひとつ前のメニューに戻ります。メインメニュー
のときはメニューを終了します。

● メニューボタンを押すと、メニューはいつでも終了します。

補足  

デ ジ タ ル ズ ー ム ・ ・ ・ ・ ・ 

選  択  戻  り  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

 設 定 メ カ ラ 

切  

×  3 60
2×  7

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

設 定 メ カ ラ 

戻  る  

1 6 : 9
ホ  ワ  イ  ト  バ  ラ  ン  ス  

オ  ー  

ー  

ト  

オ  ト  

切  

切  
入  

・ 

デ ジ タ ル ズ ー ム 
手 ぶ れ 補 正 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 

・ ・ ・ 

シ タ ッ ャ ー 

メニュー 

メニューの使いかたーつづき
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手ぶれ補正機能が動作していると、ズームの望遠側で撮るときなど手ぶれの少ない安定した画面
で撮影できます。

通常の撮影では、手ぶれ補正は解除する必要はありませんが、必要に応じて解除することもでき
ます。ビデオカメラを左右に動かして撮影するときなどには、その動きを補正しようとします。
手ぶれ補正を解除するとその補正が効かなくなります。また、撮影モードが[（全自動）のとき
は、手ぶれ補正は解除できません。

手ぶれしている画 安定した画

カメラモード 再生(VTR)モード 

ご購入時には、「手ぶれ補正」は「入」に設定されています。
「カメラ設定」サブメニューから「手ぶれ補正」を選び、「切」に
します。（ 76）
¡ iが消えます。

● 一度「切」にした手ぶれ補正機能を「入」にするには、メニューで設定し直すか、撮影
モード切り換えスイッチを[（全自動）にしてください。

● 三脚などを使用して撮影をするときは手ぶれ補正を切ることをおすすめします。
● 手ぶれ補正が「入」の場合でも、手ぶれが大きすぎると、補正しきれないことがありま
す。

● ローライトモードとナイトモードでは、手ぶれ補正がききにくくなります。

補足  

手ぶれ補正を解除する（手ぶれ補正機能）
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風音低減機能（ウィンドカット）
常に風の影響を受ける屋外で撮影する際、風の「ボコボコ」という音の影響を低減することがで
きます。

ご購入時には、「ウィンドカット」は「切」に設定されています。
「VTR設定」サブメニューから「ウィンドカット」を選び、「入」
にします。（ 76）
¡「WカットO」の表示が出ます。

● ウィンドカット機能が作動すると、収録する低い音の一部も風の音と一緒に低減されま
す。通常は、「切」で撮影することをおすすめします。

● 撮影中は、モードの変更はできません。変更するときは、スタート／ストップボタンを
押して撮影一時停止にして行います。

● 撮影時だけでなく、再生（VTR）モードでアフレコをするときにも、ウィンドカット
機能は入／切できます。（「VTR設定」サブメニューで「アフレコ入力」を「マイク入
力」に設定しているとき）

● マイク端子に外部マイクを接続したときは、ウィンドカット機能は使用できません。

補足  

カ  ッ  ト  W NO

カメラモード 再生(VTR)モード 
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録画モードを選ぶ

ご購入時には、「録画モード」は「SP」に設定されています。
「VTR設定」サブメニューから「録画モード」を選び、「LP」にし
ます。（ 76）
¡「LP」の表示が出ます。

PL

カメラモード 再生(VTR)モード 

SP（標準）モードまたはLP（長時間）モードが選択できます。LPモードはSPモードの録画時
間の1.5倍になります。

● パソコンに画像を取り込むときは、SPモードで録画することをおすすめします。
● 本機で録画したテープをほかのデジタルビデオ機器で再生したり、ほかのデジタルビデオ機器
でLPモードで録画したテープを本機で再生すると、画像が乱れたり、音声が途切れたりする
ことがあります。

● テープの途中でSPとLPを切り換えて録画すると、切り換え部分で再生画像が乱れます。また、
タイムコードが正しく更新されないことがあります。

LPモードについて
LPモードでの録画／再生は、テープの特性や使用環境に影響されやすく、再生時、画面にモザ
イク状のノイズが発生したり、音声が途切れたりする場合があります。
大切な撮影にはSPモードをお使いください。

LPモードで記録したテープは、アフレコとAVインサートができません。
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撮影モード切り換えスイッチ

メニューボタン

マルチダイヤル

速い動きを撮る（シャッタースピード）
プログラムAEのオートモード時に、シャッタースピードを手動で設定し、スポーツや乗り物など
の動きの速い被写体をぶれの少ない画面で撮影することができます。
8段階のシャッタースピード（1/60秒、1/100秒、1/250秒、1/500秒、1/1000秒、
1/2000秒、1/4000秒、1/8000秒）がありますので、下記の目安を参考にして選んでください。

高速シャッターで撮影するときの目安
※1/1000秒以上の高速シャッターでは、画面内に太陽を入れないでください。

● 晴天下で、テニスやゴル
フなどスポーツをしてい
る人を撮影するとき

● 自動車や列車などから外
を撮影するとき

● ジェットコースターなど
動きの速い乗り物を撮影
するとき

● 屋内でスポーツをしてい
る人を撮影するとき

● 高速シャッターのときは、画像がパラパラとちらついて、なめらかに見えないことがあります。

蛍光灯の下での撮影について
カメラモードの[（全自動）モード、プログラムAEのオートモードとナイトモードでは、蛍光灯
のちらつきを自動的に検出し、自動的にシャッタースピードが切り換わりますので、通常ちらつ
きはでませんが、液晶画面／ビューファインダーの明るさがちらつくときは、オートモードを選
び1/100秒の高速シャッターを選んでください。

1/2000秒または
1/4000秒（さらに、瞬
間を鮮明に撮影するとき

は1/8000秒）

1/1000秒、1/500秒
または1/250秒

1/100秒
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● ご購入時の設定は、「オート」です。

1撮影モードを「オート」にする
¡ 撮影モード切り換えスイッチをQに
し、オートモードを選びます。
（ 63）

2メニューを出す ¡ メニューボタンを押すと、「カメラメ
ニュー」が出ます。

3「カメラ設定」サブメニューから「シャッター」を選ぶ
¡ マルチダイヤルで「カメラ設定」を選
び、次に「シャッター」を選びます。
（ 76）

4シャッタースピードを選ぶ ¡ マルチダイヤルを回してeを設定する
シャッタースピードに合わせ、マルチ
ダイヤルを押します。

¡「カメラ設定」サブメニューに戻りま
す。

¡ メニューボタンを押すと、選んだシャッ
タースピードの表示が出ます。

撮影一時停止中

ポ  ー  ー  ト  ト  レ  
ス  ポ  ッ  ト  ラ  イ  ト  

ト  
サ  ー  フ  ス  ノ  ー  ＆  
ロ  ー  ラ  イ  
ナ  イ  ト  

オ  ー  ト  
ス  ポ  ー  ツ  

P

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

設 定 メ カ ラ 

1 6 : 9
ホ  ワ  イ  ト  バ  ラ  ン  ス  

オ  ー  

ー  

ト  

オ  ト  
切  
入  

・ 

デ ジ タ ル ズ ー ム 
手 ぶ れ 補 正 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 

・ ・ ・ 

シ タ ッ ャ ー 

戻  る  

2×  7

カメラモード 再生(VTR)モード 

選  択  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

設 定 メ カ ラ 

オ  ー  ト  
1／  0  

 
6

1／  0  
 
0  
 0  
 0  
 

1

1／  0  
 
0  
 
0  
 

1
1／  2

1／  52
1／  0  

 
5

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ シ タ ッ ャ ー 

戻  り  

0  
 
0  
 
0  
 1／  40  

 
0  
 
0  
 1／  0  

 
0  
 
0  
 

8

● プログラムAEモードを切り換えたり、撮影モード切り換えスイッチを[（全自動）に
すると、シャッタースピードは「オート」に戻ります。

補足  
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色合いを調整する（ホワイトバランス）
白い紙は、いつも白く見えているようですが、蛍光灯、太陽光など光が変わると色は微妙に変わ
っています。人の目は順応性がありますので、その微妙な色の違いを同じ色として見ています。
ビデオカメラではこのような順応性がないため、そのままでは光によって、画面が青くなったり、
赤くなってしまいます。そこで、白い紙が白く映るように調整するのが、ホワイトバランスの調
整です。
本機では、自動的に自然な色合いに調整するオートホワイトバランスのほかに、手動で調整する
ホワイトバランスセット、さらに屋内（T）と屋外（U）を選択することができます。

自動では色合いの調整がしにくい場合
次のような場合は自動では色合いを調整できないことがあります。液晶画面／ビューファイン
ダーで色が不自然に見えるときは、手動で調整をしてください。

● 照明条件が急に変わるとき

● クローズアップ撮影
をするとき

● 単一の被写体（空、
海、森など）を撮影
するとき

● 水銀灯と一部の蛍光灯
で撮影するとき

（白い
紙や布

） 

撮影モード切り換えスイッチ
メニューボタン
マルチダイヤル

ズームレバー
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ホワイトバランスセットの設定のしかた

● ご購入時の設定は「オート」です。

1Qにする
¡ 撮影モード切り換えスイッチをQにし
て、撮影モードを選びます。（ 63）

2白い紙を画面いっぱいに写す ¡ ズームなどを使って白い紙や布を液晶
画面／ビューファインダーいっぱいに
写します。

¡ ボタンをT側へ押します。
¡ 操作5が終るまで、白い紙を写し続け
てください。

3メニューを出す ¡ メニューボタンを押すと、「カメラメ
ニュー」が出ます。

4「カメラ設定」サブメニューから「ホワイトバランス」を選ぶ
¡ マルチダイヤルで「カメラ設定」を選
び、次に「ホワイトバランス」を選び
ます。（ 76）

撮影一時停止中

P

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

設 定 メ カ ラ 

1 6 : 9
ホ  ワ  イ  ト  バ  ラ  ン  ス  

オ  ー  ト  

切  
入  

・ 

デ ジ タ ル ズ ー ム 
手 ぶ れ 補 正 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 

・ ・ ・ 

シ タ ッ ャ ー 

オ  ー  ト  
戻  る  

2×  7

カメラモード 再生(VTR)モード 
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色合いを調整する（ホワイトバランス）ーつづき

5「セットW」を選ぶ
¡ マルチダイヤルを回してeを「セット
W」に合わせ、マルチダイヤルを押
します。

¡「カメラ設定」サブメニューに戻りま
す。

¡「セットW」が点滅し、色合いの調
整が完了すると点灯に変わります。

¡ メニューボタンを押すと、「W」の表
示が出ます。

● ごくまれに、光源によっては点灯に変わらない（ゆっくりとした点滅）ことがあります
が、この場合でも自動調整よりも適切なホワイトバランスになりますので、そのまま撮
影できます。

● 撮影モード切り換えスイッチを[（全自動）にした場合、ホワイトバランスは「オー
ト」に戻ります。

● 一度設定したホワイトバランスは、電源を切っても憶えています。

手動で色合いの調整をするときは
● 照明の十分な場所で行ってください。また、光源が変わったときは、セットし直してく
ださい。

●「カメラ設定」サブメニューで「デジタルズーム」を「切」にしてください。

補足  

選  択  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

設 定 メ カ ラ 

ホ  ワ  イ  ト  バ  ラ  ン  ス  ー  オ  ト  ・ ・ ・ ・ 
セ  ッ  ト  
オ  ク  
ク  
ナ  イ  

オ  ガ  イ  

戻  り  
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屋内、屋外用の設定のしかた

1Qにする
¡ 撮影モード切り換えスイッチをQにし
て、撮影モードを選びます。（ 63）

2メニューを出す ¡ メニューボタンを押すと、「カメラメ
ニュー」が出ます。

3「カメラ設定」サブメニューから「ホワイトバランス」を選ぶ
¡ マルチダイヤルで「カメラ設定」を選
び、次に「ホワイトバランス」を選び
ます。（ 76）

4設定を選ぶ ¡ 撮影する場所に合わせて、「オクナイ

T」または「オクガイU」を選びます。
¡ マルチダイヤルを回してeを選んだ設
定に合わせ、マルチダイヤルを押しま
す。

¡「カメラ設定」サブメニューに戻りま
す。

¡ メニューボタンを押すと、選んだ設定
の表示が出ます。

撮影一時停止中

P

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

設 定 メ カ ラ 

1 6 : 9
ホ  ワ  イ  ト  バ  ラ  ン  ス  

オ  ー  ト  

切  
入  

・ 

デ ジ タ ル ズ ー ム 
手 ぶ れ 補 正 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 

・ ・ ・ 

シ タ ッ ャ ー 

オ  ー  ト  
戻  る  

2×  7

選  択  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

設 定 メ カ ラ 

ホ  ワ  イ  ト  バ  ラ  ン  ス  ー  オ  ト  ・ ・ ・ ・ 
セ  ッ  ト  
オ  ク  
ク  
ナ  イ  

オ  ガ  イ  

戻  り  

カメラモード 再生(VTR)モード 
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「オクナイT」「オクガイU」はこんなときに使います

「オクナイT」
¡ パーティ会場など照明条件が変化する場所で撮るとき
¡ スタジオなどビデオライトの照明で撮るとき
¡ ナトリウムランプの照明で撮るとき

「オクガイU」
¡ 夜景や花火などを撮るとき
¡ 朝日や夕焼けなどを撮るとき

＊ 通常の屋外では「オート」を使った方がきれいに撮影できます。

ヒント 

色合いを調整する（ホワイトバランス）ーつづき
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場面の切り換えと特殊効果（デジタルエフェクト）
デジタルエフェクトには、2種類の機能があります。撮影時だけでなく、再生時にも使用できま
す。

¡ フェーダー ：テレビや映画のように画面と画面の切り換えができます。（ 90）
オートフェード、ワイプa、ワイプ 、モザイクフェード*

¡ エフェクト ：色を変えたり特殊効果を加えることができます。（ 93）
アート、シロクロ、セピア、モザイク

* 再生（VTR）モードのみ

● 電源スイッチや撮影モードによって、使用できる機能が異なります。
a

○＝使用できます　　×＝使用できません

● デジタルエフェクトを使用しないときは、「 」に設定します。
1 デジタルエフェクトボタンを押して、デジタルエフェクトメニューを出す。
2 「D.エフェクト 」を選んで、デジタルエフェクト入／切ボタンを押す。

● 一度設定したデジタルエフェクトは、電源スイッチを切っても憶えています。
● 再生（VTR）モードで再生画面が出ていないとき（停止中）は、デジタルエフェクト
を選択できますが、入／切できません（表示は点滅のままです）。

● 再生中にデジタルエフェクトを使用しても、テープの記録内容は変わりません。
● DVケーブルを接続してダビングするとき（DV出力）には、デジタルエフェクトは使
用できません。

● 日付サーチまたはフォトサーチ中には、デジタルエフェクトは使用できません。
● デジタルエフェクトの設定は、リモコンでもできます。
リモコンの▲はマルチダイヤルを上に回す、▼は下に回す、設定ボタンはマルチダイヤ
ルを押すことと同じ機能です。（ 76）

OFF

OFF

補足  

動画撮影 フォト撮影 動画撮影 フォト撮影
[[全自動モード プログラムAEモード

×フェーダー

フェーダー

エフェクト

エフェクト
○

× ○

撮影モード

カメラモードのとき

×

○

○
（一時停止ボタン
を押すとフェー
ドアウトする）

設定のみ
できます

○
（再生または一時停
止ボタンを押すと
フェードインする）

設定のみできます

再生（VTR）モードのとき

再生 逆方向再生 静止画再生 スロー再生
正逆両方向

2倍速再生
正逆両方向
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場面の切り換えと特殊効果（デジタルエフェクト）ーつづき

フェーダー 

ワイプ 

ワイプ 

オ－トフェード 

　　　　　左と右から白い部 
分が映像を覆い、画面が完全 
に白くなり、音声も消えます。 
 

　　　　　上と下から白い部 
分が映像を覆い、画面が完全 
に白くなり、音声も消えます。 
 

白い画面から、撮影している 
映像と音声が徐々に 
あらわれます。 

白い画面が左右に割れて映像 
があらわれ、音声 
も聞こえるよう 
になります。 

白い画面が上下に割れて映像 
があらわれ、音声 
も聞こえるよう 
になります。 

モザイクフェード（再生（VTR）モードのみ） 
白い画面からモザイクがあら 
われ、モザイクが 
小さくなり撮影 
している映像と 
音声が徐々にあ 
らわれます。 
 

　　　　　撮影している映像 
が徐々に白くなり、映像と音 
声が消えます。 
 

　　　　　撮影している映像 
が徐々にモザイクになります。 
モザイクが大きくなり映像と 
音声が消えていき、白い画面 
になります。 
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フェーダーの操作のしかた
フェードイン（白い画面から徐々に映像と音声を出す）：撮影一時停止中または静止画再

生中に設定する
フェードアウト（映像と音声を徐々に消す）：撮影中または再生中に設定する

● 撮影時にフェーダーを使用するときは、撮影モード切り換えスイッチをQにしてください。

ここでは「カメラモード」で説明しています。

1デジタルエフェクトメニューを出す
¡ デジタルエフェクトボタンを押しま
す。

2「フェーダー」を選ぶ ¡ マルチダイヤルを押すと、フェーダー
だけの表示になります。

3種類を選ぶ 1 マルチダイヤルを回して、eを設定す
るフェーダーに合わせます。

2 デジタルエフェクトボタンを押すと、
メニューが消え、選んだ機能表示が点
滅します。

フ  ェ  ー  ダ  ー  
エ  
 
フ  ェ  ク  ト  

エ  
 
フ  ェ  ク  ト  .D OF F

停  止  一  時  

 デジタル 
エフェクト 

フ  ェ  ー  ダ  ー  
エ  
 
フ  ェ  ク  ト  

エ  
 
フ  ェ  ク  ト  .D OF F

停  止  一  時  

オ  ー  ト  ・ ・ ・ フ  ェ  ー  ド  

フ  ェ  ー  ダ  ー  
オ  ー  ト  
ワ  イ  プ  ・ ・ ・ 

フ  ェ  ー  ド  

停  止  一  時  

ワ  イ  プ  

止 停 時 一 

オ  ー  ト  フ  ェ  ー  ド  

 デジタル 
エフェクト 

カメラモード 再生(VTR)モード 
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場面の切り換えと特殊効果（デジタルエフェクト）ーつづき

フェードイン

映像が徐々に消えて、撮影（再生）一時停止
になります。

撮影（再生）が始まり、映像が徐々にあらわ
れます。

フェードアウト

オ  ー  ト  フ  ェ  ー  ド  オ  ー  ト  フ  ェ  ー  ド  

画 録 

オ  ー  ト  フ  ェ  ー  ド  オ  ー  ト  フ  ェ  ー  ド  

止 停 時 一 

止 停 時 一 

オ  ー  ト  フ  ェ  ー  ド  

4フェーダーを入／切する 1 入／切ボタンを押すと、表示が点灯に
変わります。

¡ D.エフェクト入/切ボタンをもう一度
押すと、フェーダーは解除されます。

カメラモードの場合

2
フェードイン：スタート／ストップボ

タンを押します。

フェードアウト：スタート／ストップ
ボタンを押します。

再生（VTR）モードの場合

2
フェードイン：再生ボタンを押しま

す。

フェードアウト：一時停止ボタンを押
します。

再生中

静止画再生中

撮影中

撮影一時停止中

 入/切 
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エフェクト 

セピア 

シロクロ アート 

モザイク 

映像に絵画調の 
着色効果を加えます。 

画面が白黒に 
なります。 

画面がセピアの 
色調になります。 

画面全体が 
モザイクでおおわ 
れたようになります。 

エフェクトの操作のしかた
● 音声はそのまま記録されます。
● 撮影時にエフェクトを使用するときは、撮影モード切り換えスイッチをQにしてください。

ここでは「カメラモード」で説明しています。

1 デジタルエフェクトメニューを出す
¡ デジタルエフェクトボタンを押しま
す。

2「エフェクト」を選ぶ ¡ マルチダイヤルを押すと、エフェクト
だけの表示になります。

フ  ェ  ー  ダ  ー  
エ  
 
フ  ェ  ク  ト  

エ  
 
フ  ェ  ク  ト  .D OF F

停  止  一  時  

 デジタル 
エフェクト 

フ  ェ  ー  ダ  ー  
エ  
 
フ  ェ  ク  ト  

エ  
 
フ  ェ  ク  ト  .D OF F

停  止  一  時  

・ ・ ・ ア  ー  ト  

カメラモード 再生(VTR)モード 

 04_FV200_J (76-102)  2002.02.06 13:31  ページ 93



94

3種類を選ぶ 1 マルチダイヤルを回して、eを設定す
るエフェクトに合わせます。

2 デジタルエフェクトボタンを押すと、
メニューが消え、選んだ機能表示が点
滅します。

4エフェクトを入／切する
1 入／切ボタンを押すと、表示が点灯に
変わり、画面がその効果になります。

1 再生ボタンを押して、再生します。

2 入／切ボタンを押すと、表示が点灯に
変わり、画面がその効果になります。

¡ D.エフェクト入／切ボタンをもう一度
押すと、画面のエフェクト効果は解除
されます。

エ  
 
フ  ェ  ク  ト  

モ  ザ  イ  
・ ・ ・ 
シ  
 
ロ  ク  ロ  

ク  

ア  ー  ト  

セ  ピ  ア  

停  止  一  時  

止 停 時 一 

セ  ピ  ア  

 デジタル 
エフェクト 

止 停 時 一 

セ  ピ  ア  

 入/切 

生 再 

セ  ピ  ア  

フォーカス 

生 再 

セ  ピ  ア  

 入/切 

カメラモード

再生（VTR）モード

場面の切り換えと特殊効果（デジタルエフェクト）ーつづき
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応
用
編

あとでもう1度見たいと思う場面があったときに、ゼロセットメモリーを設定しておくと、早送
りまたは巻き戻しをしたときに、設定した場面で自動的に停止します。
● ゼロセットメモリーは、カメラモードでも設定できます。

巻き戻しボタン

早送りボタン

再生ボタン

ゼロセットメモリーボタン

停止ボタン

カメラモード 再生(VTR)モード 

1ゼロセットメモリーの設定をす
る

¡ あとで見たい場面が出てきたら、ゼロ
セットメモリーボタンを押します。

¡ カウンター表示が「0：00：00」に
なり、˜の表示が出ます。

¡ ゼロセットメモリーボタンをもう1回
押すと、ゼロセットメモリーが解除さ
れます。

2再生が終わったら、停止する ¡ 停止ボタンを押します。

再生中

0 : 0 0 : 00
ゼロセット 
メモリー 

停止 

見たい場面にすばやく戻る（ゼロセットメモリー）
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ゼロセットメモリー機能は
● カウンター表示は、タイムコード（撮影時間表示）とテープカウンターに多少誤差が出
ることがあります。

● タイムコードが連続して記録されていないと、ゼロセットメモリー機能が正しく働かな
いことがあります。

● カセットを取り出すと、ゼロセットメモリーが解除され、カウンター表示がタイムコー
ドに戻ります。

補足  

3早送りする、または巻き戻す ¡ カウンター表示に「－」がついている
ときは早送りボタンを、「－」がつい
ていないときは巻戻しボタンを押しま
す。

¡ カウンター表示が「0：00：00」付
近で自動的に停止します。カウンター
表示がタイムコードに戻り、˜が消え
ます。

4再生する ¡ 再生ボタンを押します。

ン 一 タ リ 

ン 一 タ リ 

再生 

早送り 

巻戻し 

見たい場面にすばやく戻る（ゼロセットメモリー）ーつづき
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静止画を探す（フォトサーチ）
テープに記録した静止画を探すことができます。また撮影の最初に静止画を入れておくと、録画
を始めた部分を簡単に探し出せます。

電源スイッチ

サーチ選択ボタン

サーチボタン

停止ボタン

1電源スイッチを「再生（VTR）」にする

2「フォトサーチ」を選ぶ ¡ リモコンのサーチ選択ボタンを押し
て、「フォトサーチ」を選びます。

¡「フォトサーチ」表示が出ます。

3サーチを始める ¡ 正方向のサーチをするときは+を、
逆方向のサーチをするときは-を押
します。

¡ 押した数だけ前／後ろの静止画（最多
10枚まで）の頭出しになります。

¡ サーチの方向を変えるときは、+ま
たは-を押します。

¡ サーチを止めるときは停止3ボタンを
押します。

サ  ー  チ  フ  ォ  ト  サーチ選択 

カメラモード 再生(VTR)モード 

フ  ォ  ト  サ  ー  チ  

5サーチ選択 

サーチ選択 

● サーチを始めた部分のすぐ近くの静止画は探し出せないことがあります。

補足  
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● 日付サーチを行うときは1日／１エリア当たり1分以上の記録部分が必要です。
● 日付サーチでは、再生を始める位置が多少ずれることがあります。
● データコードが正しく表示されていないときは、日付サーチは正しく動作しません。

補足  

撮影した日の変わり目を探す（日付サーチ）
撮影時の日付／時刻を自動的に記録するデータコード（ 99）を使って撮影時の日付の変わり
目を探せます。世界時計でエリアを設定したときには、エリアの変わり目もサーチします。

電源スイッチ

サーチ選択ボタン

サーチボタン

停止ボタン

1電源スイッチを「再生（VTR）」にする

2「日付サーチ」を選ぶ ¡ リモコンのサーチ選択ボタンを押し
て、日付サーチを選びます。

¡「日付サーチ」表示が出ます。

3サーチを始める ¡ 正方向のサーチをするときは+を、
逆方向のサーチをするときは-を押
します。

¡ 押した数だけ前／後ろの日付の変わり
目（最多10）の頭出しになります。

¡ サーチの方向を変えるときは、+ま
たは-を押します。

¡ サーチを止めるときは停止3ボタンを
押します。

サ  ー  チ  日  付  サーチ選択 

カメラモード 再生(VTR)モード 

サ  ー  チ  

5

日  付  

サーチ選択 

サーチ選択 

 04_FV200_J (76-102)  2002.02.06 13:31  ページ 98



99

応
用
編

再生時に日時、カメラデータを表示する（データコード）
あらかじめ日付と時刻を設定しておくと、撮影している映像とは別に、撮影時の日付／時刻を自
動的に記録します。また撮影時のシャッタースピードと絞り値(F値)も同様に記録します（これを
カメラデータと呼びます）。
テープを再生するときには、撮影時の日付／時刻、カメラデータを自由に表示することができま
す。
● 本機で撮影したテープを他のデジタルビデオ機器で再生したときにはデータコードが表示でき
ないことがあります。

● データコードは、正方向再生、逆方向再生*、2倍速再生（正逆両方向）*、スロー再生（正逆
両方向）、静止画再生（正逆両方向）、早送り再生*、巻き戻し再生*中に表示します。
ただし、カメラデータは*マークのついた動作中は、まれに「– – – –」になることがあります。

メニューボタン

データコード
ボタン

マルチダイヤル

データコード
ボタン

設定ボタン

メニューボタン

電源スイッチ

r/tボタン

データコード：
撮影時の日付／時刻、
カメラデータ

日時の表示内容を選ぶ（日付／時刻／日付＆時刻）

1電源スイッチを「再生（VTR）」にする

2メニューを出す ¡ メニューボタンを押すと、「VTRメ
ニュー」が出ます。

3「表示設定」サブメニューから「日時選択」を選ぶ
¡ マルチダイヤルで「表示設定」を選び、
次に「日時選択」を選びます。
（ 76）

カメラモード 再生(VTR)モード 

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

入  
入  

・ 
・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ 

 L あ DC か る さ 調 整 －  ＋  
再  生  時 も  じ  表  示  
日 時 オ  ー  ト  表  示  
デ  ー  タ  コ  ー  ド  ・ 日 時 
日 時 日 付 時 刻 選  択  &

設 定 表 示 

戻  る  
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再生時に日時、カメラデータを表示する（データコード）ーつづき

4「表示内容」を選ぶ ¡ マルチダイヤルを回してeを設定する
内容に合わせ、マルチダイヤルを押し
ます。

¡「表示設定」サブメニューに戻ります。

データコードの表示内容を選ぶ

5「表示設定」サブメニューから「データコード」を選ぶ
¡ マルチダイヤルで「表示設定」を選び、
次に「データコード」を選びます。
（ 76）

¡ データコードの表示内容だけを選ぶと
きは、99ページの1と2の操作のあと
に、この操作をします。

6表示内容を選ぶ ¡ マルチダイヤルを回してeを設定する
内容に合わせ、マルチダイヤルを押し
ます。

¡「表示設定」サブメニューに戻ります。
¡ メニューボタンを押すと、メニューが
消えます。

選  択  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

・ ・ ・ ・ ・ ・ 
時 刻 
日 付 日 時 

日 付 時 刻 

選  択  

&

戻  り  設 定 表 示 

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

入  
入  

・ 
・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ 

 L あ DC か る さ 調 整 －  ＋  
再  生  時 も  じ  表  示  
日 時 オ  ー  ト  表  示  
デ  ー  タ  コ  ー  ド  ・ 日 時 
日 時 日 付 時 刻 選  択  &

設 定 表 示 

戻  る  

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

入  
入  

・ 
・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ 

 L あ DC か る さ 調 整 －  ＋  
再  生  時 も  じ  表  示  
日 時 オ  ー  ト  表  示  
デ  ー  タ  コ  ー  ド  ・ 日 時 
日 時 日 付 時 刻 選  択  &

設 定 表 示 

戻  る  

カメラモード 再生(VTR)モード 

選  択  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

・ ・ ・ ・ ・ デ  ー  タ  コ  ー  ド  ・ 日 時 

&
カ  メ  ラ  デ  ー  タ  

カ  メ  ラ  デ  ー  タ  日 時 

戻  り  設 定 表 示 

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

入  
入  

・ 
・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ 

 L あ DC か る さ 調 整 －  ＋  
再  生  時 も  じ  表  示  
日 時 オ  ー  ト  表  示  
デ  ー  タ  コ  ー  ド  ・ 
日 時 日 付 時 刻 選  択  &

設 定 表 示 

戻  る  

&カ  メ  ラ  デ  ー  タ  日 時 
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データコード表示について

● メニューで設定する「日時選択」と「データコード」の内容により、データコードの表示内容
は変わります。

「日時」 

「時刻」 

「日付＆時刻」 

「日付」 

「カメラデータ」 「日時＆ 
カメラデータ」 

「データコード」の設定 

日
時
選
択
　
の
設
定 

「
 

「
 

11

0 ..  102 2 9

0 :: 0AM 0 00

0 : 0AM
0

0
..  102 2 9

F 1
1
. 6

/1 0 0

F 1
1
. 6

/1 0 0

F 1
1
. 6

/1 0 0

F 1
1
. 6

/1 0 0
0 ..  102 2 9

F 1
1
. 6

/1 0
0
0

:: 0AM 0 00

F 1
1
. 6

/1 0
0
0

: 0AM
0

0
..  102 2 9

1

1

1

1

7データコードを表示する ¡ テープを再生し、データコードボタンを
押します。

F 6

02 0 2

/1 1 0 0

. .  1

.1

MA 0 : 0 01
9

データ 
コード 

データコードを表示する

カメラモード 再生(VTR)モード 
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2台のキヤノンビデオカメラを操作する（リモコンコード）
キヤノン製のほかのビデオカメラもお使いになっているときは、2台のリモコンコードを別にし
てお使いください。
● ご購入時には、リモコンコードは「1」に設定されています。誤動作を防ぐためにはリモコン
コードを「2」に変更してください。「切」を選ぶと、リモコンの信号を受け付けません。

● 本機のリモコンコードの設定（受信コード）を変更したら、必ずリモコンも設定（送信コード）
を変更してください。

本機の受信コードを変更する

撮影一時停止中／再生停止中

リモコンの送信コードを変更する

本機とリモコンで設定されているリモコンコードが異なる場合には、リモコンは使用できません。
リモコンコード設定ボタン以外のボタンを押すと、画面に本機で設定されているリモコンコード
が4秒間、点滅して表示され、確認できます。

設定１にする
リモコンのリモコンコード設定ボタンを押しなが
ら、Ｗボタンを約2秒間押します。

設定２にする
リモコンのリモコンコード設定ボタンを押しなが
ら、Ｔボタンを約2秒間押します。

● リモコンコードの設定を確認しても、リモコンで操作できない場合には、リモコンの電
池を交換してください。

● 電池を交換すると、リモコンは設定1に戻ります。必要に応じて再度設定し直してくだ
さい。

補足  

設定2

リモコンコード
設定ボタン

設定1

1

「システム設定」サブメニューで「リモコンコード」を「A1」（ま
たは「A2」）にします。（ 76）
¡「A1」（または「A2」）表示が約４秒間出ます。

「システム設定」サブメニューで「リモコンコード」を「切B」にし
ます。（ 76）
¡「切B」を選ぶと、「B」の表示が出ます。

カメラモード 再生(VTR)モード 

W T
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ほかのビデオデッキへ録画する
本機を再生機として、ビデオデッキを録画機として使うことで、本機で撮影したテープをダビン
グ編集できます。
また録画側のビデオがDV端子付きのデジタルビデオの場合は、デジタル信号のまま、画質、音質
劣化のほとんどないダビング編集ができます。
● AV端子を使うとき、画面に「ヘッドホン」の表示が出ている場合は、設定を変更してくださ
い。（ 76）

接続のしかた

1 S(S1*)-映像端子付きビデオへ録画する

ビデオ 

テレビ 

ステレオ音声 
 入力 端子へ 

音声 

映像 

R

L

入力 

（白） 

（赤） ステレオビデオケーブル STV-250N（付属） 

信号の流れ 

（黄） 

音声 

映像 

S(S1)-映像 

R

L

入力 

（白） 

S(S1)-映像 入力  
端子へ 

（赤） 

S-ビデオケーブル  
S-150（付属） 

ステレオビデオケーブル  
STV-250N（付属） 

信号の流れ 

信号の流れ 

（黄） 

S DV

 S-映像端子へ 

本体 

端子カバーを開く 

※黄色い映像プラグは
使用しません。 

AV

MIC

AV

MIC

映像／音声端子付きビデオへ録画する
接続するほかの映像機器の使用説明書もあわせてご覧ください。

接続するほかの映像機器の使用説明書もあわせてご覧ください。

*S1映像端子（ 53）
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2 DV端子付きビデオへ録画する
本機と、DV端子を持つほかのビデオ機器をDVケーブルで接続し、ダビング編集することができ
ます。接続するほかの映像機器の使用説明書もあわせてご覧ください。
● DVケーブルで本機と接続できるのは1台のみです。
● DVケーブルはつなぎかえることなく、本機を録画機または再生機として使えます。（ 108）

● 再生機が無記録部分を再生すると、異常な映像が記録されることがあります。
● DVケーブルを正しく接続していても、映像が出ないことがあります。このようなときはDV
ケーブルを接続し直すか、電源を入れ直してください。

矢印のある面 

再生側 録画側 

DV入力/出力端子へ DV入力/出力端子へ 

DVケーブルCV-150F（別売） 

信号の流れ 

矢印のある面 

再生／一時停止ボタン

停止ボタン

電源スイッチ

巻き戻しボタン

早送りボタン

ほかのビデオデッキへ録画するーつづき
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応
用
編

1 電源スイッチを「再生（VTR）」にする
¡ 再生するカセットを入れます。

2 巻き戻しボタンまたは早送りボタンを
押して、再生を始める少し手前の位置
を探す

3 再生を始める

¡ 再生ボタンを押します。

4 再生を終える

¡ 停止ボタンを押します。

本機 の操作再生機 ビデオデッキまたはDV端子付き
ビデオ の操作録画機

1 録画用のカセットを入れる

2 録画一時停止状態にする

3 録画を開始する場面で録画を始める

4 録画を終える

再生 録画

ダビング編集すると
● DV端子のないビデオ機器へダビングした
映像は、多少画質が劣ります。

録画 
サーチ 

AE シフト 

録画 
サーチ 

フォーカス 再生 

巻戻し 早送り 

または

または

停止 

または

カメラモード 再生(VTR)モード 
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本機を録画機として使用して、ほかのビデオの画像やテレビ番組をダビングしたり、編集するこ
とができます。
テレビやビデオから出力される信号が乱れていると、テレビでは著しく乱れて映っていなくても、
異常な画像が記録されたり、画像が記録されないことがあります。また、「コピー禁止です」の表
示が出ることがあります。
著作権保護信号が記録されているテープからは、ダビング録画できません。
● アナログ入力をするとき、ヘッドホンは使用できません。AV/ヘッドホン端子がメニューで
「ヘッドホン」に設定されていても、自動的に「AV」になり、「ヘッドホン」表示が消えます。

接続のしかた

S(S1)-映像端子付きビデオから録画する

S DV本体 

端子カバーを開く 

AV

MIC

※黄色い映像プラグは 
　使用しません。 

ビデオ 

テレビ 

ステレオ音声 
 出力 端子へ 

音声 

映像 

R

L

出力 

（白） 

（赤） ステレオビデオケーブル STV-250N（付属） 

信号の流れ 

（黄） 

音声 

映像 

S(S1)-映像 

R

L

出力 

（白） 

S(S1)-映像 出力  
端子へ 

（赤） 

S-ビデオケーブル  
S-150（付属） 

ステレオビデオケーブル  
STV-250N（付属） 

信号の流れ 

信号の流れ 

（黄） 

 S-映像端子へ 

AV

MIC
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映像／音声端子付きビデオから録画する

接続するほかの映像機器の使用説明書もあわせてご覧ください。

接続するほかの映像機器の使用説明書もあわせてご覧ください。

ほかのビデオやテレビの画像を録画する（アナログ入力）

 05_FV200_J (103-131)  2002.02.06 13:33  ページ 106



107

応
用
編

本機を録画機として使用する場合

本機 の操作録画機

1 電源スイッチを「再生（VTR）」にする
¡ 録画用のカセットを入れます。

2 録画一時停止にする

¡ 録画一時停止ボタンを押します。
¡ 録画一時停止中、録画中は液晶画面
/ビューファインダーで映像の確認
ができます。

3 録画を始める

¡ 録画を開始する場面で一時停止ボタ
ンを押します。

4 録画を終える

¡ 停止ボタンを押します。

一時停止をする

¡ 一時停止ボタンを押します。
¡ 録画を再開するときはもう一回押し
ます。

の操作再生機

1 再生するカセットを入れる

2 再生を始める

3

4 再生を終える

再生

録画 
一時停止 

一時停止 

停止 

一時停止 

カメラモード 再生(VTR)モード 
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本機と、DV端子を持つほかのビデオ機器をDVケーブルで接続し、ダビング編集することができ
ます。接続するほかの映像機器の使用説明書もあわせてご覧ください。
ビデオから出力される信号が乱れていると、テレビでは著しく乱れて映っていなくても、異常な
画像が記録されたり、画像が記録されないことがあります。
著作権保護信号が記録されているテープからは、ダビング録画できません。

● DVケーブルで本機と接続できるのは1台のみです。
● DVケーブルはつなぎかえることなく、本機を録画機または再生機として使えます。
● 再生機が無記録部分を再生すると、異常な映像が記録されることがあります。
● DVケーブルを正しく接続していても、映像が出ないことがあります。このようなときはDV
ケーブルを接続し直すか、電源を入れ直してください。

再生側 録画側 

矢印のある面 

DV入力/出力端子へ DV入力/出力端子へ 

DVケーブルCV-150F（別売） 

信号の流れ 

矢印のある面 

録画一時停止ボタン

一時停止ボタン

停止ボタン

再生ボタン

DV端子付きビデオから録画する
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本機を録画機として使用する場合

本機 の操作録画機

1 電源スイッチを「再生（VTR）」にする
¡ 録画用のカセットを入れます。
¡ 液晶画面/ビューファインダーに
「DV入力」の表示が出ます。

2 録画一時停止にする

¡ 録画一時停止ボタンを押します。
¡ 録画一時停止中、録画中は液晶画面/
ビューファインダーで映像の確認が
できます。

3 録画を始める

¡ 録画を開始する場面で一時停止ボタ
ンを押します。

4 録画を終える

¡ 停止ボタンを押します。

一時停止をする

¡ 一時停止ボタンを押します。
¡ 録画を再開するときはもう一回押します。

の操作再生機

1 再生するカセットを入れる

2 再生を始める

3

4 再生を終える

再生

録画 
一時停止 

一時停止 

停止 

一時停止 

カメラモード 再生(VTR)モード 
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アナログ入力した映像と音声をデジタルビデオ機器に出力する
（アナログ－デジタル変換機能）
本機にビデオデッキや8ミリビデオカメラを接続すると、アナログ信号の映像と音声を瞬時にデ
ジタル信号に変換して、DV端子から出力できます。このとき、DV端子は出力専用の端子になり
ます。
● 接続した製品からのアナログ信号によっては、正しくデジタル変換されない場合があります。
例：著作権保護信号入りのアナログ信号、ゴーストなどを含む乱れたアナログ信号等

● アナログ－デジタル変換をするとき、ヘッドホンは使用できません。AV/ヘッドホン端子がメ
ニューで「ヘッドホン」に設定されていても、自動的に「AV」になり、「ヘッドホン」表示が
消えます。

● ACパワーアダプターを使って、家庭用コンセントから電源をとることをおすすめします。
● DVテープは、本機から取り出しておいてください。
● 接続は、各機器の電源を切って行ってください。
● 接続する他の機器の使用説明書もあわせてご覧ください。

接続のしかた

S(S1)-映像端子付きビデオから録画する

DV

DVケーブル CV-150F（別売） 

信号の流れ 

出力 

ビデオ 

テレビ 

※黄色い映像プラグは 
　使用しません。 

（黄） 

音声 

映像 

S(S1)-映像 

R

L

AV

MIC

（白） 

（赤） ステレオビデオケーブル  
STV-250N（付属） 

信号の流れ 

S

S(S1)-映像 出力  
端子へ 

S-ビデオケーブル  
S-150（付属） 

 S-映像端子へ 
信号の流れ 

接続するほかの映像機器の使用説明書もあわせてご覧ください。
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カメラモード 再生(VTR)モード 

「VTR設定」サブメニューから「AV入力→DV出力」を選び、次
に「入」を選びます。（ 76）

VDVA

● 通常はメニューで「AV入力→DV出力」を「切」に設定しておいてください。「入」に
設定していると、本機のDV端子からデジタル信号を入力できません。

● 本機にカセットを入れた状態でアナログ－デジタル変換すると、デジタル変換された映
像と音声が、接続しているデジタルビデオ機器で再生されないことがあります。

● DV端子付きのパソコンに接続する場合、使用するソフトウェア、パソコンの設定など
によっては、デジタル変換された映像と音声をパソコンで表示したり、取り込めないこ
とがあります。

注意  
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撮影したテープの映像と音声を入れ換える（AVインサート）
本機で撮影したテープの映像／音声を、ほかのビデオ機器からの映像／音声と入れ換えることが
できます（AVインサート）。AVインサートは、アナログ入力（ 106）、DV入力（ 108）
のいずれも可能です。
テープを再生する機器を本機に接続してください。
● AV端子を使うとき、画面に「ヘッドホン」の表示が出ている場合は、設定を変更してくださ
い。（ 53）

AVインサートするときは

本機

再生機

本機で、SPモードで記録したテープを使用してください。
テープの途中に、無記録部分やLPモードで記録された部分があるテープでAVインサートを行うと、
記録が中断されます。

無記録部分のないテープを使用してください。
途中に無記録部分や録画モードを変更している部分があると、本機で正しくAVインサートできな
い場合があります。
次のような場合には、AVインサートできません。
¡ 記録状態が悪いビデオテープを再生する
¡ 再生機が、早送り、巻き戻し、静止画再生、スロー再生などの特殊再生中（アナログ入力時）

¡ 受信状態の悪いテレビ番組など、同期信号に乱れがある場合、AVインサートはできません。

テレビ

挿入する部分 テープの走行方向 

再生機のテープ 

AVインサート前 

入れ換える前の画像と 
音声は消去されます 

本機のテープ 

入れ換えの開始位置 入れ換え終了位置 

AVインサート後 

本機のテープ 
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1 本機／再生機に撮影済みテープを入れ
る
¡ カセットの誤消去防止つまみが録画
できる状態（REC）になっているこ
とを確認してください。

2 電源スイッチを「再生（VTR）」にする

3 再生を開始したいシーンの約
3秒手前の位置で再生一時停
止にする

4 1 AVインサートを開始する
位置を探す

¡ 再生ボタンを押して再生し
ます。

2 再生一時停止にする
¡ 一時停止ボタンを押しま
す。

¡ 本機のAVインサートしたい場面を
探すときに、特殊再生機能を使うと
便利です（ 49、50）。

本機

再生機

● あらかじめAVインサートを終了したい位置でゼロセットメモリーボタンを押してから
AVインサートを開始すると、その位置で自動的に停止します。

補足  

5 リモコンのAVインサートボタンを押す

¡「AV インサート」の表示が出ます。

6 テープを再生する

7 AVインサートを始める

¡ 再生中のテープのAVインサートを
開始したい位置で一時停止ボタンを
押します。

8 AVインサートを終える

¡ AVインサートを終了する位置で、
停止ボタンを押します。

9 テープを停止する再生機

本機

本機

再生機

再生 一時停止 

�

カメラモード 再生(VTR)モード 

ＡＶ 
インサート 

イ  ン  サ  ー  ト  A V

一時停止 

停止 
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本機は、撮影したテープにあとから音声を追加することができます。CDプレーヤーなどの
オーディオ機器などから録音したり（音声入力）、本機の内蔵マイク、または外部マイクを使って
音声を録音します（マイク入力）。

アフレコするときは
本機で、SPモード、オーディオ12bitで記録したテープを使用してください。
テープの途中に、無記録部分やLPモード、16bitで記録された部分、12bit同時4チャンネルで
記録された部分があるテープでは、アフレコが中断されます。
● このような場合には、本機で、SPモード、オーディオ12bitでアナログ入力録画してからア
フレコすることをおすすめします。

● 12bitと16bitが混在して記録されているテープは、アフレコできません。
● アフレコするとき、または、アフレコしている間は、本機に接続しているケーブルを抜き差し
しないでください。

映像／音声端子に接続してアフレコする（音声入力）
● AV端子を使うとき、画面に「ヘッドホン」の表示が出ている場合は、設定を変更してくださ
い。（ 53）

接続する機器の使用説明書もあわせてご覧ください。

● 映像／音声端子から映像は出力されません。S-映像端子に接続したテレビや、液晶画面または
ビューファインダーで画像を確認できます。アフレコする音声は、スピーカーで確認できます。

本体 

端子カバーを開く 

AV

MIC

出力 

オーディオ機器 
(CDプレーヤーなど） 

音声 

R

L

ステレオ音声 
 出力 端子へ 

（白） 

（赤） 

ステレオビデオケーブル  
STV-250N（付属） 

信号の流れ 

（黄） 

※黄色い映像プラグは 
　使用しません。 

 

撮影したテープに音声を追加する（アフレコ）
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マイクを使ってアフレコする（マイク入力）

● 内蔵マイクからアフレコするときは、マイク端子になにも接続しないでください。
● S-映像、映像／音声端子にテレビをつなぐと、テレビで画像を確認できます。音声は、ヘッド
ホンで確認できます（S-映像端子にテレビをつないだときのみ）。（ 52、53）

本体 

AV

MIC

 05_FV200_J (103-131)  2002.02.06 13:33  ページ 115



116

● あらかじめアフレコを終了したい位置でゼロセットメモリーボタンを押してからアフレコ
を開始すると、その位置で自動的に停止します。

● DV端子からのアフレコはできません。
● ほかのビデオカメラで録画されたテープでアフレコした場合、音質が劣化することがあり
ます。

● テープの同じ場所で3回以上くり返してアフレコを行うと、音質が劣化することがあります。
● アフレコした音声を聞くときは、次ページをご覧ください。

補足  

1 本機に撮影済みカセットを入れる

2 電源スイッチを「再生（VTR）」にする

3 q メニューを出す
¡ メニューボタンを押します。

w 「VTR設定」サブメニューから「ア
フレコ入力」を選び、次に「音声入
力」または「マイク入力」を選ぶ
（ 76）

e メニューを消す
¡ メニューボタンを押します。

4 音声を追加する場面の開始位置を探す

¡ 再生ボタンを押して再生します。
¡ 音声を追加する場面を探すときに、
特殊再生機能を使うと便利です
（ 49、50）。

5 再生一時停止にする

¡ 一時停止ボタンを押します。

6 リモコンのアフレコボタンを押す

¡「アフレコ」の表示が出ます。

7 アフレコを始める

¡ 一時停止ボタンを押します。
¡ マイクに向かって話してください。
「音声入力」を選んだときは、オー
ディオ機器を再生してください。

8 アフレコを終える

¡ アフレコを終了する位置で、停止ボ
タンを押します。

一時停止 

アフレコ 

一時停止 

停止 

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

・ ・ ・ ・ ・ 入  力  音 声 入 力 

設 定  V RT

ア フ  レ  コ  
マ イ  ク  入 力 

ア フ  レ  コ  

マ イ  ク  入 力 

カメラモード 再生(VTR)モード 

再生 

撮影したテープに音声を追加する（アフレコ）ーつづき
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撮影時の音声とアフレコした音声を再生する(12bit記録テープ）

アフレコしたテープを再生するときに、ステレオ1（撮影時の音声）とステレオ2（アフレコした
音声）の、どちらかあるいは両方の音声を再生でき、さらに2つの音声のバランスを調整できま
す。

¡ ステレオ1 -------------------------撮影時の音声のみ再生する
¡ ステレオ2 -------------------------アフレコされた音声のみ再生する
¡ ミックス／1：1 ----------------ステレオ1とステレオ2を同じバランスで再生する
¡ ミックス／バリアブル --------ステレオ1とステレオ2の音声のバランスを変えて再生する

電源スイッチ

音声選択ボタン

ステレオ1  　　  ステレオ2　　　　ミックス/1:1

ミックス／バリアブル 

ミックスバランス
ボタン
ステレオ1／2
ボタン

1電源スイッチを「再生（VTR）」にする

2リモコンの音声選択ボタンを押す ¡ 選んだ音声表示が出ます。
¡ ボタンを押すたびに、次のように表示
が変わります。

音声選択 

カメラモード 再生(VTR)モード 

音声を切り換える
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「ミックス／バリアブル」を選んだ場合
ステレオ1（ST-1）とステレオ2（ST-2）のバランスを調整する
表示が出ます。表示は、約4秒で消えます。

¡ ステレオ1の音量を大きくする
リモコンのミックスバランス ステレオ1ボタンを押します。

¡ ステレオ2の音量を大きくする
リモコンのミックスバランス ステレオ2ボタンを押します。

● 一度調整した音声のバランスは電源を切っても憶えていますが、電源を切るとオーディ
オ12bit出力は「ステレオ1」に戻ります。続けて「ミックス／バリアブル」で再生す
るときは、リモコンの音声選択ボタンで選択してください。

二重音声で記録したテープを再生する

二重音声を記録したテープを再生するとき、必要に応じて音声の切り換えをすることができます。
● ご購入時には、「バイリンガル」は「メイン＋サブ」に設定されています。

補足  

「VTR設定」サブメニューから「バイリンガル」を選び、次に再生
される音声を選びます。（ 76）
¡ 下記の表を参考にして、選びます。

ミ  ッ  ク  ス  /

T – 2ST – 1S

バ  リ  ア  ブ  ル  

選  択  設  定  設  定  
メ ニ ュ ー 終  了  

 

設 定  V RT

・ ・ ・ ・ ・ ・ バ イ リ ン ガ ル メ イ ン サ ブ ＋ 
メ イ ン 
サ ブ 

「バイリンガル」の設定

「メイン＋サブ」 ステレオ音声 主音声＋副音声
「メイン」 左音声 主音声
「サブ」 右音声 副音声

再生される音声
ステレオを記録したテープ 二重音声を記録したテープ

カメラモード 再生(VTR)モード 

音声を切り換えるーつづき
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市販のマイクを使う

取り付けかた

qマイクを本体に取り付ける

wMIC端子に接続する

MIC（外部マイク）端子へ 

本機のアクセサリーシューに市販のマイクを取り付けることができます。

静かな場所で撮影するときは
● 内蔵マイクが本体の振動をひろってしまうことがあります。このような場合には、市販
のマイクをお使いください。

市販のマイクを使うときには
● 電源内蔵タイプのマイク（コンデンサーマイク）をご使用ください。端子がφ3.5mm
のステレオマイクであれば、ほとんどのマイクを接続することが可能ですが、マイクに
より音量レベルは内蔵マイクと異なります。

● 長いマイクを使うとマイクが画面に映ることがあります。

補足  
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本機と、DV端子（IEEE1394準拠）を標準で搭載しているパソコン／DV端子付きキャプチャー
ボードを搭載したパソコンをDVケーブルで接続すると、本機で撮影した動画をパソコンに取り込
むことができます。
● ACパワーアダプターを使って、家庭用コンセントから電源をとることをおすすめします。
● 接続は、各機器の電源を切って行ってください。
● 別途ソフトウエアが必要です。
● パソコンの使用説明書もあわせてご覧ください。

* 別売のDVケーブルCV-150F（4ピン－4ピン）またはCV-250F（4ピン－6ピン）

● 使用するソフトウエア、パソコンの仕様／設定などによっては、正しく動作しないこと
があります。

注意  

DVケーブル（別売）*DV入力/出力端子へ

DV

DV入力端子へ

DVケーブルでパソコンに接続する
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電源スイッチを切り換えても憶えている項目
電源スイッチを切り換えたときでも、次の機能の設定は憶えています。電源スイッチを切り換え
たときでも、次の設定は覚えていますが、設定を記憶するためにはボタン型リチウム電池が必要
です。（ xx）
◯：設定を憶えています。 ×：設定を憶えていません。「 」内の状態に戻ります。

カメラメニュー項目の設定

項目 電源スイッチを「切」にする
カメラモード

¡プログラムAEモードの種類

¡オートフォーカスの入/切

¡AEシフトの設定

¡デジタルエフェクトの入/切

¡ヘッドホンの音量の設定

¡セルフタイマーの入/切

¡オンスクリーンの入/切

¡ゼロセットメモリーのカウンター値

¡シャッタースピードの設定

¡デジタルズームの入/切

¡手ぶれ補正の入/切

¡16：9の入/切

¡ホワイトバランスの設定

¡録画モードの設定

¡ウィンドカットの入/切

¡オーディオモードの設定

¡AV/ヘッドホンの選択

¡液晶画面明るさ調整

¡対面撮影の設定

¡オンスクリーンの入/切

¡日時表示の設定

¡デモモードの入/切

¡リモコンコードの設定

¡お知らせブザーの入/切

¡エリア/サマータイムの設定

¡日時設定

◯

◯

◯

×

◯

×（「切」になる）

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

60

65

68

89

52

58

125

95

82

45

79

70

84

81

80

71

52、53

71

55

71

43

72

102

72

37

41
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電源スイッチを切り換えても憶えている項目ーつづき

再生（VTR）モード

VTRメニュー項目の設定

¡ヘッドホン音量の設定

¡スピーカー音量の設定

¡オンスクリーンの入/切

¡ゼロセットメモリーのカウンター値

¡データコード表示の入/切

¡オーディオ12bit出力の選択

¡ミックスバランスの設定

¡サーチ選択のフォトサーチ/日付サーチの選択

¡録画モードの設定

¡バイリンガルの設定

¡アフレコ入力の設定

¡ウィンドカットの入/切

¡オーディオモードの設定

¡AV/ヘッドホンの選択

¡AV入力→DV出力の入/切

¡液晶画面明るさ調整

¡再生時文字表示の入/切

¡日付オート表示の入/切

¡データコードの設定

¡日時選択の設定

¡リモコンコードの設定

¡お知らせブザーの入/切

52

51

125

95

99

117

117

97、98

81

118

114

80

73

52、53

110

74

74

74

100

99

102

75

項目 電源スイッチを「切」にする

◯

◯

×（「切」になる）

◯

×（「切」になる）

×（「ステレオ1」になる）

◯

×（「フォトサーチ」になる）

◯

×（「メイン＋サブ」になる）

◯

◯

◯

×

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯
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＊　 撮影モード切り換えスイッチをQにするともとに戻ります。
＊＊ スポットライトとサーフ＆スノー、ナイトモードでは、AEシフトは操作できません。

撮影モード切り換えスイッチを切り換える／プログラムAEモードを切り換える
◯：設定を憶えています。 ×：設定を憶えていません。「 」内の状態に戻ります。

¡プログラムAEモードの種類

¡オートフォーカスの入/切

¡AEシフトの設定

（[（全自動）では「切」になる）

¡デジタルエフェクトの入/切

¡ヘッドホンの音量の設定

¡セルフタイマーの入/切

¡オンスクリーンの入/切

¡ゼロセットメモリーのカウンター値

メニュー項目の設定

¡シャッタースピードの設定

¡デジタルズームの入/切

¡手ぶれ補正の入/切

¡16：9の入/切

（[（全自動）では「切」になる）

¡ホワイトバランスの設定

¡録画モードの設定

¡ウィンドカットの入/切

¡オーディオモードの設定

¡AV/ヘッドホンの選択

¡液晶画面明るさ調整

¡対面撮影の設定

¡オンスクリーンの入/切

¡日時表示の設定

¡デモモードの入/切

¡リモコンコードの設定

◯

◯

◯

◯

×（「オート」になる）

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

60

65

68

89

52

58

125

95

82

45

79

70

84

81

80

71

52、53

71

55

71

43

72

102

項目 カメラモード

[（全自動）にする プログラムAEモード
を切り換える

×（「オート」になる） ─

×（「入」になる） ◯

◯* ◯**

×（「切」になる） ◯

◯* ◯

×（「入」になる） ◯

×（「オート」になる） ◯
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メニュー項目の設定

¡お知らせブザーの入/切

¡エリア/サマータイムの設定

¡日時設定

◯

◯

◯

72

37

41

項目 カメラモード

[（全自動）にする プログラムAEモード
を切り換える

電源スイッチを切り換えても憶えている項目ーつづき
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1 : 2 3 : 4 5
NDE

1 6 bi t

停  止  一  時  

1

＊テープ走行表示 
録画 
一時停止 
停止 
取出し 
再生 
     早送り 
     巻戻し 

：早送り再生／巻き戻し再生（49） 
：正方向／逆方向2倍速再生（50） 
：正方向／逆方向1倍速再生（50） 
：正方向／逆方向1/3倍速再生（50） 
：正方向／逆方向コマ送り再生（50） 
：正方向／逆方向静止画再生（49、50） 
：正方向／逆方向日付／フォトサーチ 
 （97、98)

タイムコード（35） 
テープ残量表示（35） 

バッテリー残量表示（35） 

：結露している（139） 
オーディオモード（16bit/12bit）（71） 

/
/

2 2/
1 1/

/

/
/

リターン リターン /

/

/

：ゼロセットメモリー早送り／巻き戻し 
 （95） 
：AVインサート録画／録画一時停止 
 （112） 
：アフレコ音声録画／録画一時停止 
 （114） 

リモコンコード（102） 

：ボタン型リチウム電池が 
　消耗している（35） 

液晶画面／ビューファインダーの表示
液晶画面／ビューファインダーは、カメラの動作状態のさまざまな情報を表示します。
液晶画面／ビューファインダーの情報を本機と接続したテレビにも表示できます。

電源スイッチが「カメラ」のとき：
テレビ画面上での表示が不要なときはオンス
クリーンボタンを押して消してください。も
う一回押すと表示します。

電源スイッチが「再生（VTR）」のとき：
オンスクリーンボタンを押すと表示し、もう
一回押すと消えます。

自動で撮る/テレビで見るときの表示

は点滅表示を示しています。（ ）内の数字は参照ページです。

オンスクリーン
ボタン

停  止  

分  

一  時  
0 : 00 : 0 0

06

1

1 2 bi t

PS カメラモードで [（全自動）を選んで、テープを入れたと
きの表示です（バッテリーパック使用時）。
● リモコンコード設定とオーディオモードは、約4秒後に
消えます。

停  止  

分  
0 : 0 0 : 0 0

06

1

ス  テ  レ  オ  PS1
: 0 0

－  ＋  
ス  ピ  ー  カ  ー  

再生(VTR)モードでテープを入れたときの表示です。
● リモコンコードと音量表示は、約4秒後に消えます。
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液晶画面／ビューファインダーの表示ーつづき

再生（VTR）モード

ミ  ッ  ク  ス  

入  力  

／  バ  リ  ア  ブ  

フ  ォ  ト  サ  ー  チ  

F 6

02 0 2

/1 1 0 0 0

. . 19

.1

MA  9 : 2 0

－  ＋  

DV

T – 2ST – 1S

1ル  

ス  ピ  ー  カ  ー  

1 2 b i t

フォトサーチ（97）／日付サーチ（98） 
 AVインサート（112）／アフレコ（114） 

オーディオ出力（117） 
(ステレオ1, ステレオ2,  
ミックス/1:1, ミックス/ バリアブル)

ミックスバランス表示 
（118） 

データコードの表示 
（99） DV端子が接続されている 

（104、108） 

1 0
1 01

1 ～ 
～ 

サーチをしている（97、98） 

内蔵スピーカー/ヘッドホンの 
音量調整（51） 

オーディオモード（12bit/16bit） 
（73） 

効果的に使うときの表示

カメラモード

カ  ッ  ト  
ヘ  ッ  ド  ホ  ン  

PS

0 

/1 1 0 0

W NO

.M ォ フ  ー  カ  ス  
EA

AEシフト調整（68） 

シャッタースピード（82） 

手動ピント調整（65） 
録画モード(81)

ウィンドカットを使っている 
(80)

オ  ー  ト  

セ  ル  フ  タ  イ  マ  ー  

　  　  　  　  フ  ォ  ト  

オ  ー  ト  フ  ェ  ー  ド  

秒 1

MA  
02 0 2 . . 19

9 : 2 0 1 6
1 2 b i t

: 9

フォト撮影(56） 
ワイドモードになっている(70） 

オーディオモード(12bit/16bit) 
(71)

デジタルエフェクトの表示（89） 

プログラムAEの表示（60） 

現在設定されている 
エリア／時刻／日付（37、41） 

 0秒～10秒 ： お知らせタイマー（35） 
10秒～1秒 ： セルフタイマーの撮影開始 
                    までの時間 (58) 
 0秒～6秒 ： フォトの撮影開始から一時 
                   停止までの時間 (56)

フォト撮影でピント、 
露出を固定している（56） 

セルフタイマー(58)
AV/ヘッドホン端子の出力が 
ヘッドホンになっている(52)

TW

ズーム（44） 
 

：手ぶれ補正を使っている（79） 

ホワイトバランス（84） 
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ビデオカメラ内部に水滴がついている場合に表示されます。結
露の項目をご覧ください（ 139)。

結 露 し て い ま す 

警告文表示(約4秒間表示されます)

カセットが録画できない状態になっています。別のカセットと
入れ換えるか、カセットの誤消去防止つまみをRECに切り換
えてください（ 29)。

テープ保護のため、本機が動作を中止しました。カセットを取
り出して最初から操作をやり直してください（ 28)。

ＤＶケーブルがＤＶ端子にきちんと接続されていない、または
接続されたデジタルビデオ機器の電源が切れています。ケーブ
ルと端子、電源を確認してください（ 104、108)。

世界時計のエリアまたは日時を設定していません。世界時計の
エリアと日時を設定してください（ 37、41)。

バッテリーパックが消耗しています。十分に充電されたバッテ
リーと交換してください（ 21)。

日 時 を 
設 定 し て く だ さ い 
エ リ ／ ア 

取 り か え て 
バ ッ テ リ を ー パ ッ ク 

く だ さ い 

カ セ ッ ト の 
誤 消 
確 認 し て く だ さ い 
去 防 止 ツ マ ミ 

を 

取 出 し て く だ さ い 
カ セ ッ ト を 

確 認 し て く だ さ い 
D を V入 力 
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液晶画面／ビューファインダーの表示ーつづき

警告文表示(約4秒間表示されます)

テープが最後まで巻かれています。カセットを巻き戻す、また
は取り出してください（ 28、48)。

長時間録画モードで記録された部分です。アフレコまたはＡＶ
インサートできません（ 112、114)。

16bitまたは12bit 4チャンネルで記録された部分です。アフ
レコできません（ 114)。

終 了 テ ー プ で す 

確 認 
テ ー プ を 
し て く だ さ い 

[ ]モ ー ド 記 録 

確 認 
テ ー プ を 
し て く だ さ い 

[ ]モ オ ー ド オ ー デ ィ 

記録されていない部分のため、アフレコまたはＡＶインサート
できません（ 112、114)。

確 認 
録 画 

テ ー プ を 
し て く だ さ い 

[ ]い て ま せ ん し 

録画を開始した直後、ビデオヘッドが汚れているときに表示され
ます。必ずビデオヘッドのクリーニングをしてください
（ 133）。

ン グ を 
使 っ て く だ さ い 

ク リ ニ セ ッ ト カ ー 

[ ]ヘ ド ッ よ ご れ 
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禁 止 コ ピ ー で す テ ー プ 
再生できません 

禁 止 コ ピ ー で す 

(本機が再生側の場合)
著作権保護信号が記録されているテープを再生した場合、青い
画面上に表示されます。この表示が出るテープは再生すること
ができません（ 103)。

(本機が録画側の場合)
著作権保護信号が記録されているテープをダビング録画しよう
とした場合に、青い画面上に表示されます。この表示が出る
テープは記録することができません。また、アナログ入力時に、
テレビやビデオから出力される信号が乱れている場合にも表示
されることがあります（ 106、108)。

ただし、アナログ－デジタル変換時は、動作中、表示され続け
ます（ 110）。

著作権保護信号(約4秒間表示されます)
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リモコン  
WL-D74

MiniDV 
ビデオカセット 

ソフトキャリングケース  
SC-1000

（本体） 

ショルダーストラップ  
SS-800

● キヤノンビデオ機器に他社製の電源関連製品（バッテリーパック、ACアダプターなど） 
　 を組み合わせた場合、 正しく取り付けられなかったり、正常に動作しないことがあります。 
 　ご注意ください。 
　 キヤノンビデオ機器と他社製の電源関連製品を組み合わせてお使いになって生じた事故 
　 や故障につきましては保証いたしかねますのであらかじめご了承ください。 

リストストラップ WS-20

ズームリモート 
コントローラー 
ZR-1000

＊ バッテリーパックBP-900シリーズを充電するときは、 
    ACパワーアダプター CA-910（別売）をお使いください。 

テレコンバーター  
TL-30.5

フィルターセット  
FS-30.5U

ワイドコンバーター  
WD-30.5

市販のマイク 

バッテリービデオライト 
VL-10Li

バッテリーパック 
BP-900シリーズ* 
 

キヤノンビデオシステム
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パソコン 

チャージアダプター 
/カーバッテリーケーブルキット 

CR-560

ACパワーアダプター  
CA-560

バッテリーパック 
BP-512/BP-511/ 
BP-522/BP-535

Sビデオケーブル S-150

テレビ 

ビデオデッキ 

DVケーブル CV-150F/CV-250F

バッテリーパック 
BP-512/BP-511/ 
BP-522/BP-535

ステレオビデオケーブル 
STV-250N

このマークは、キヤノンのビデオ関連商品の純正マークです。キヤノンのビデオ機器を
お求めの際は、同じマークもしくはキヤノンビデオ関連商品をおすすめします。

記載内容は、2002年2月現在のものです。

C
AN

ON GENUIN
E

V
ID

EO
ACCESSO

R
Y
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取り扱い上のご注意

液晶画面やビューファインダーを
つかんで、本機を持ち上げない

高温、多湿の場所に放置しない
炎天下の密閉された車内など、高温や多湿の
場所に製品を放置しないでください。

強い磁気の発生する場所で使わない
テレビや携帯電話の近くやテレビ塔の近くな
ど、強い電波や磁気を発生する場所での撮影
は避けてください。画面がゆがんだり、ノイ
ズが入ることがあります。

太陽や強いライトにレンズを向けない
レンズやファインダーの接眼レンズは、絶対
に太陽や強いライトに向けないでください。
また輝度差の大きな被写体にカメラを向けた
まま放置しないでください。

ホコリや砂の多い場所では使わない
ホコリや砂のつきやすい場所での使用、保存
は避けてください。レンズにホコリや砂がつ
くのを防止するために、使用後は必ずレンズ
キャップをつけてください。

照明器具に注意する
照明器具を使うときは、器具から発生する熱
に十分注意してください。

ビデオカメラやカセットを使うときは次のことに注意してください（使用したカセットはケース
に収納してください）。
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分解しない
分解して内部に触れないでください。正常に
作動しないときは、キヤノンサービスセンタ
ーにご相談ください。

振動や衝撃を与えない
強い振動や衝撃は故障の原因になります。製
品はていねいに取り扱ってください。

133

そ
の
他

極端な温度差にさらさない
寒い場所で使った製品を急に暖かい室内に持ち
込むと、製品内部に水滴（結露）が生じること
があります。温度差のある場所へ移動するとき
は、事前にカセットを本体から取り出してくだ
さい。万一、結露が起きたときは、「結露につ
いて」（139ページ）の指示にしたがってくだ
さい。

ビデオヘッドをクリーニングする
液晶画面/ビューファインダーに「クリーニングカセットを使ってください[ヘッドよごれ]」と出
ることがあります。また、テレビ番組はきれいに写るのに、ビデオでテープを再生すると画面がお
かしくなったり、画像全体が青くなったりすることがあります。これは、ビデオヘッドの汚れが
原因です。きれいな画像を撮影したり見るために約20時間使ったら、市販の乾式のヘッドクリー
ニングカセットを使ってビデオヘッドをきれいにしてください。

正常な画像 ビデオヘッドが
汚れているときの画像

ヘッドクリーニングするときは
● 湿式のクリーニングカセットは使用しないでください。故障の原因となることがあります。
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日常のお手入れ／保管上のご注意
大切なビデオカメラやビデオカセットをより長くお使いいただくために、日常のお手入れや保管
方法には十分注意してください。

お手入れ
製品の汚れは乾いたやわらかい布で軽くふい
てください。化学ぞうきんやシンナーなどの
使用は、製品を傷めることがあるのでおやめ
ください。

レンズはいつもきれいに
レンズの表面にホコリや汚れが付いていると、
オートフォーカスがうまく動作しないことが
あります。レンズを常にきれいに保つように
してください。最初にブロアーでレンズ表面
のゴミ、ホコリを取り除き、それから汚れを
ふき取るようにしてください。

長期間使わないときは
製品を長期間ご使用にならない場合は、ホコ
リが少なく、湿度の低い、30℃以下の場所に
保管してください。

各部のチェック
長期間使わなかった後のご使用や、重要な撮
影の前には、各部の動作をチェックしてくだ
さい。

液晶画面について
● 汚れたときは市販の眼鏡クリーナー（布製）などで拭いてください。
● 温度差の激しいところでは、液晶画面に水滴がつくことがあります。柔らかい乾いた布で拭い
てください。

● 寒冷地などで本機が冷え切っている場合は、電源を入れた直後は液晶画面が通常より少し暗く
なります。内部の温度が上がると、通常の明るさになります。
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ビューファインダー内部のゴミを取り除く

ビューファインダーのお手入れ

● ガラス部の表面は傷つきやすいので、ご注意ください。

注意  

qビューファインダーを上げる

wビューファインダーの側面にある保
護カバーを取りはずすq

w

e綿棒を差し込み、ガラス部のゴミを
取り除くe

r保護カバーを取り付けて、ビュー
ファインダーを元の位置に戻す

r
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故障かな？と思っても、修理に出す前にもう一度確認してください。
特にほかの機器と接続しているときは、ケーブルの接続も確認してください。点検しても直らな
いときは、ご購入の店、またはキヤノンサービスセンターにご相談ください。

こんなときは

電源が入らない。

途中で電源が切れる。

グリップカバーを開いても
カセット入れが動かない。

カセット入れが動作中に止
まって動かない。

液晶画面／ビューファイン
ダーがついたり消えたりを
くり返す。

操作ボタンを押しても
動かない。

電源ランプが点滅し液晶画
面／ビューファインダーに
「k」が点滅する。

電源ランプが点滅し液晶画
面／ビューファインダーに
「h」が点滅する。

電源ランプが点滅し液晶画
面／ビューファインダーに
「カセットを取り出してく
ださい」が点滅する。

リモコンが動作しない。

電

源

撮
影
時
・
再
生
時

こんなときには 考えられる原因 どうするの？ 参照ページ

バッテリーパックが消耗してい
る。

バッテリーパックが正しく装着
されていない。

バッテリーパックが消耗してい
る。

撮影一時停止状態が5分以上続
いた。

バッテリーパックが消耗してい
る。

グリップカバーが完全に開いて
いない。

バッテリーパックが消耗してい
る。

本機が故障している。

バッテリーパックが消耗してい
る。

電源が入っていない。

カセットが入っていない。

バッテリーパックが消耗してい
る。

ビデオカメラの内部に水滴が付
いた。

保護機能が働いている。

本機とリモコンのリモコンコー
ドが異なるかメニューでリモコ
ンセンサーを止めている（液晶
画面／ビューファインダーに
「B」が出ている）。

リモコンの電池が消耗した。

十分に充電したバッテリーパック
と交換する。

バッテリーパックを正しく装着し
直す。

十分に充電したバッテリーパック
と交換する。

もう一度電源を入れる。

十分に充電したバッテリーパック
と交換する。

止まるまで開く。

十分に充電したバッテリーパック
と交換する。

サービスセンターにご相談くださ
い。

十分に充電したバッテリーパック
と交換する。

電源を入れる。

カセットを入れる。

十分に充電したバッテリーパック
と交換する。

結露の項目をご覧ください。

カセットを一度取り出して、入れ
直す。

メニューでリモコンコードを
「A1」または「A2」にする。

新しい電池と交換する。

21

21

21

33

21

28

21

裏表紙

21

33
48

28

21

139

28

102

32
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こんなときには 考えられる原因 どうするの？ 参照ページ

液晶画面／ビューファイン
ダーに映像が映らない。

「エリア／日時を設定して
ください」が表示される。

スタート／ストップボタン
を押しても、録画しない。

ピントが合わない。

キラキラ光っていたり、極
端に明るい被写体(一部に高
輝度な部分がある被写体)を
撮影すると、縦に帯が出
る。

ビューファインダーの画像
がはっきりしない。

再生ボタンを押しても再生
しない。

テレビに画像が出ない。

カメラモードになっていない。

世界時計のエリアまたは日時が
設定されていないか、ボタン型
リチウム電池が消耗している。

電源が入っていない。

カセットが入っていない。

テープが終わっている（液晶画
面／ビューファインダーに「b

END」が点灯している）。

カセットが録画できない状態になっ
ている（液晶画面／ビューファイン
ダーに「v」が点滅する）。

カメラモード以外になっている。

ピントの自動調整が苦手な被写
体である。

ビューファインダーの視度が合
っていない。

レンズが汚れている。

CCDのスミア現象で故障ではあ
りません。

視度調整レバーで調整していな
い。

電源が入っていない、または再
生（VTR）モード以外になって
いる。

カセットが入っていない。

テープが終わっている（液晶画
面／ビューファインダーに「b

END」が点灯している）。

メニューで「AV/ヘッドホン」
が「ヘッドホン」になっている。

メニューで「AV入力→DV出力」
が「入」になっている。

電源スイッチを「カメラ」にする。

世界時計のエリアと日時を設定す
るか、新しいボタン型リチウム電
池CR2025と交換し、日付／時刻
を設定し直す。

電源スイッチを「カメラ」にする。

カセットを入れる。

テープを巻き戻すか、新しい
カセットを入れる。

別のカセットと入れ換えるか、カ
セットを録画できる状態に切り換
える。

電源スイッチを「カメラ」にする。

手動でピントを合わせる。

視度調整レバーで画像がはっきり
見えるように調整する。

最初にブロアーでレンズ表面のゴ
ミ、ホコリを吹き除いた後で、レ
ンズを傷付けないように、乾いた
柔らかい布で軽く拭いて、汚れを
取り除く。（ティッシュペーパーは
使わないでください。）

視度調整レバーで調整する。

電源スイッチを「再生（VTR）」
にする。

カセットを入れる。

テープを巻き戻す。

メニューで「AV/ヘッドホン」を
「AV」にする。

メニューで「AV入力→DV出力」
を「切」にする。

33

30
37
41

33

28

28
48

28
29

33

65

31

134

64

31

48

28

48

53

111

撮

影

時

再

生

時
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こんなときはーつづき

テープは回っているが、テ
レビに再生画像が出ない。

再生画像は出るが、内蔵ス
ピーカーから音が出ない。

テレビ／ビデオ切り換えスイッチ
をビデオにセットする。

市販の乾式のヘッドクリーニング
カセットでビデオヘッドをクリー
ニングする。

再生またはダビング録画を中止し
てください。

マルチダイヤルで調整する。

53

133

103
129

51

テレビのテレビ／ビデオ切り換
えスイッチがビデオにセットさ
れていない。

ビデオヘッドが汚れている。

コピー禁止テープを再生または
ダビング録画しようとしている。

スピーカーの音量調整が「切」
になっている。

こんなときには 考えられる原因 どうするの？ 参照ページ

再

生

時

本機はマイコンを使用した機器です。外部からの雑音やノイズ、静電気などによりビューファイ
ンダーに通常でない文字が出たり、正常に動作しないことがあります。このような場合は、電源
およびボタン型リチウム電池をいったん取りはずし、しばらくしてから取り付け直して、操作し
てください。
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結露について
夏季、よく冷えたビールをコップに注ぐと、
コップの表面に水滴がつくことがあります。
この現象を結露といいます。ビデオカメラ
を結露した状態で使用すると故障の原因に
なりますので注意してください。

結露したときは？
電源ランプが点滅して、本機は自動的に停
止します。液晶画面/ビューファインダーに
「結露しています」が約4秒間表示され、h

が点滅します。カセットが入っている場合
は、「結露しています」のあとで、「カセッ
トを取出してください」が表示され、vが
点滅します。

● カセットが入っている場合は、すぐに取
出して、カセット入れを開いたまま乾燥
した所に置いてください（結露したとき
は、電源スイッチとカセット取り出しス
イッチのみ働きます）。結露したときは、
カセットを本体に入れようとしても入り
ません。

結露を防ぐためには
● 温度差のある場所へ急に移動するとき
は、事前にカセットを取り出し、ビデオ
カメラをビニール袋に入れて密閉してか
ら移動します。ビデオカメラが移動先の
温度と同じになってから袋から取出す
と、結露を防ぐことができます。

使い始めるには
水滴が消えるまでの時間は、周囲の環境
によって多少異なりますが、約1時間程
度です。電源を入れて、液晶画面/ビュー
ファインダーのhや電源ランプが点滅し
なくなっても、念のためさらに1時間く
らい放置してください。

● 寒い所から急に暖かい所に移動したとき

● 寒い部屋を急に暖房したとき

● 湿度の高い部屋の中

● 夏季、冷房のきいた部屋から急に温度や
湿度の高い所に移動したとき

こんなときにはご注意
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Aタイプ 

コ
ン
セ
ン
ト
の
形
状 

変
換
プ
ラ
グ 

B BF C S

不要です 

主な国名と使用するプラグの種類（参考資料）
●北米
アメリカ合衆国 A
カナダ A

●ヨーロッパ
アイスランド C
アイルランド C
イギリス B. BF
イタリア C
オーストリア C
オランダ C
ギリシャ C
スイス C
スウェーデン C
スペイン A. C
デンマーク C
ドイツ C
ノルウェー C
ハンガリー C
フィンランド C

フランス C
ベルギー C
ポーランド B. C
ポルトガル B. C
ルーマニア C

●アジア
インド B. C. BF
インドネシア C
シンガポール B. BF
スリランカ B. C. BF
タイ A. BF. C
大韓民国 A. C
中華人民共和国 A. B. BF. C. S
ネパール C
パキスタン B. C
バングラディシュ C
フィリピン A. BF. S
ベトナム A. C
ホンコン B. BF
マカオ B. C

マレーシア B. BF. C

●オセアニア
オーストラリア S
グアム A
タヒチ C
トンガ S
ニュージーランド S
フィジー S

●中南米
アルゼンチン BF. C. S
コロンビア A
ジャマイカ A
チリ B. C
ハイチ A
パナマ A
バハマ A
プエルトルコ A
ブラジル A. C
ベネズエラ A

ペルー A. C
メキシコ A

●中近東
イスラエル C
イラン C
クウェート B. C
ヨルダン B. BF

●アフリカ
アルジェリア A. B.BF. C
エジプト B. BF. C
カナリア諸島 C
ギニア C
ケニア B. C
ザンビア B. BF
タンザニア B. BF
南アフリカ共和国 B. C. BF
モザンビーク C
モロッコ C

■海外の電源コンセントの種類

本製品は、海外でもお使いになれますが、次のことにご注意ください。

テレビでの再生
● 録画したビデオカセットを現地のテレビでご覧になる場合、日本国内で採用しているNTSC方
式（カラー受信方式の1つ）で、映像／音声入力端子のついたテレビが必要になります。

NTSC方式は以下の国で採用されています。
日本放送出版協会発行「世界のラジオとテレビジョン1988」による

海外で使うとき

●アメリカ合衆国
●エクアドル
●カナダ
●キューバ
●グアム
●大韓民国
●チリ
●ドミニカ
●トリニダード・トバゴ
●ニカラグア
●バミューダ

●プエルトルコ
●ベネズエラ
●ペルー
●米領サモア
●ボリビア
●グァテマラ
●グリーンランド
●コスタリカ
●コロンビア
●スリナム
●セントルシア

●ハイチ
●パナマ
●バハマ
●バラバドス
●ミャンマー
●フィリピン
●ホンジュラス
●ミクロネシア
●メキシコ
●台湾

バッテリーパックの充電
ACアダプターCA-560は、AC100～240V 50/60Hzまでの電源に接続できます。ただし、電
源コンセントの形状が異なる国では、変換プラグアダプターが必要になります（1つの国の中で
も地域によってコンセントの形状が異なる場合があります）。
変換アダプターについては、旅行代理店などで確認の上、あらかじめご用意ください。
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保証書
本体には保証書が添付されています。必要事
項が記入されていることをお確かめのうえ、
大切に保存してください。

アフターサービス

1 本製品が万一故障したときは、本製品と保
証書をご持参のうえ、ご購入いただいた販
売店またはキヤノンサービスセンターにご
相談ください。

2 保証期間内でも保証の対象にならない場合
もあります。詳しくは保証書に記載されて
いる保証内容のご案内をご覧ください。
保証期間はご購入日より１年間です。

3 保証期間経過後の修理は原則として有料と
なります。なお、運賃等の諸経費は保証期
間内でもお客様にご負担いただくことがあ
ります。

4 本製品などの不具合により録画されなかっ
た場合の付随的損害（録画、録音に要した
諸費用および得べき利益の損失など）につ
いては、保証致しかねます。

5 修理品をご持参いただくときは、不具合の
見本となるビデオカセットを添付するなど
したうえ、不具合の内容／修理箇所を明確
にご指示ください。

● 本機の保証は日本国内を対象としています。万一海外で故障した場合の現地でのアフターサー
ビスはご容赦ください。

6 ビデオカメラ補修用性能部品（製品の機能
を維持するために必要な部品）の保有期間
は、製造の打ち切り後8年です。従って期
間中は原則として修理をお受けいたしま
す。なお、故障の原因や内容によっては、
期間中でも修理が困難な場合と、期間後で
も修理が可能な場合がありますので、その
判断につきましてはご購入店、またはキヤ
ノンサービスセンターにお問い合わせくだ
さい。

7 修理料金は故障した製品を正常に修復する
ための技術料と修理に使用する部品代との
合計金額からなります。

修理見積につきましては、窓口で現品を拝
見させていただいてから概算をお知らせい
たします。なお、お電話での修理見積依頼
につきましては、おおよその仮見積になり
ますので、その旨ご承知おきください。

製品の保証について

補修用性能部品について

修理料金について

修理を依頼されるときは

保証書とアフターサービス
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主な仕様（型式：FV200）
システム 回転2ヘッドヘリカルスキャン

DV方式（民生用デジタルVCR SD方式）
映像記録方式： デジタルコンポーネント記録
音声記録方式： PCMデジタル記録 16bit (48kHz/2ch)、12bit (32kHz/4ch)
信号方式： NTSC方式準拠
使用可能ビデオカセット： DマークのついたミニDVカセット
テープ速度： 約18.81mm／秒　(SPモード時)   約12.56mm／秒　(LPモード時)
録画／再生時間： （80分テープ使用）80分（SPモード時） 120分（LPモード時）
早送り／巻き戻し時間： 約2分20秒（60分テープ使用時)
撮像素子： 1/6型CCD、総画素数　46万画素、有効画素数　29万画素
液晶画面： 2.5型TFTカラー液晶（約11.2万画素）
ビューファインダー： 0.44型TFTカラー液晶（約11.3万画素）
マイク： ステレオエレクトレットコンデンサーマイク
レンズ： ｆ＝2.8～50.4mm、F1.6～2.9、

電動18倍ズーム（35mmフィルム換算値48～864mm）
レンズ構成： 8群11枚
フィルター取付径： 30.5mm
焦点調整： TTL 自動焦点、マニュアル調整可
最至近撮影距離： ワイド端1cm、ズーム全域1m
色温度切り換え： フルオート（セット、屋内、屋外付）
最低被写体照度： 0.5ルクス（カメラモードでナイトモード時）
推奨被写体照度： 100ルクス以上
被写体照度範囲： 0.5～10万ルクス
絞り： オートアイリスサーボ方式
手ぶれ補正機能： 電子式

入・出力端子（レベル／インピーダンス）
映像端子*： φ3.5mm  4極ミニジャック、１Vp-p/75Ω
S 映像端子： 4ピンミニ　DIN

輝度信号：１Vp-p/75Ω　色信号：0.286 Vp-p/75Ω
DV端子： マルチコネクター、IEEE1394準拠
音声端子*： φ3.5mm  4極ミニジャック

出力時：－10dBV（47kΩ負荷時）/3kΩ以下
入力時：－10dBV/40kΩ以上

外部マイク端子： φ3.5mm  ステレオミニジャック、－57dBV（600Ωマイク使用時）／5kΩ以上
ヘッドホン端子*： φ3.5mm  ステレオミニジャック
リモート端子： φ2.5mm  LANC対応
* AV端子は、ヘッドホン端子と兼用です。

電源その他
電源電圧： DC7.4V
消費電力： ビューファインダー使用時：約3.1 W（録画中、AF合焦時）

液晶画面使用時：約3.9W（録画中、AF合焦時）
動作温度： 0°C～40°C
外形寸法： 58×99×144mm （幅×高さ×奥行）
撮影時総質量： 約625g（バッテリーパックBP-512、レンズキャップ、ボタン型リチウム電池、

ビデオカセット30分用含む）
本体質量： 約525g

製品の仕様および外観は改善などの理由で予告なく変更することがありますが、ご了承ください。
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内蔵スピーカー_____________________________________ 51
ナイトモード_______________________________________ 62
夏時間_____________________________________________ 39

バッテリーパック　：残量表示_______________________ 35
：充電___________________________ 21

日付サーチ_________________________________________ 98
日付・時刻_________________________________________ 41
ビデオヘッドのクリーニング _______________________ 133
ビューファインダー：お手入れ _____________________ 135

：調整___________________________ 31
ピント合わせ_______________________________________ 65
フォトサーチ_______________________________________ 97
フォト撮影_________________________________________ 56
プログラムAE______________________________________ 60
ヘッドホン_________________________________________ 52
望遠_______________________________________________ 44
ポートレートモード（プログラムAE）_________________ 61
ホワイトバランス___________________________________ 84

マイク端子 _______________________________________ 115
マルチダイヤル_____________________________________ 16
メニュー___________________________________________ 69
モザイク___________________________________________ 93
モザイクフェード___________________________________ 90

リモコン___________________________________________ 32
リモコンコード ___________________________________ 102
レンズキャップ_____________________________________ 31
録画チェック／録画サーチ___________________________ 47
ローライトモード（プログラムAE）___________________ 62

ワイド（テレビ16：9）_____________________________ 70
ワイプ_____________________________________________ 90

AEシフト__________________________________________ 68
AVインサート ____________________________________ 112
DV端子 ___________________________________ 104、108
ID-1方式 __________________________________________ 54
LANC m (ランク)リモート端子 ______________________ 18
LPモード__________________________________________ 81
S1-映像端子_______________________________________ 53
SP（標準）モード__________________________________ 81

アート_____________________________________________ 93
アナログ－デジタル変換 ___________________________ 110
アナログ入力 _____________________________________ 106
アフターサービス _________________________________ 141
アフレコ _________________________________________ 114
ウィンドカット機能_________________________________ 80
液晶画面の調整_____________________________________ 34
エリア_____________________________________________ 37
お知らせタイマー___________________________________ 35
オートフェード_____________________________________ 90
オートモード（プログラムAE）_______________________ 60
音声を切り換える _________________________________ 117
音量調整___________________________________________ 51

海外で使うとき ___________________________________ 140
カセットを入れる／出す_____________________________ 28
カメラデータ_______________________________________ 99
カメラモード_______________________________________ 17
グリップベルト_____________________________________ 31
警告文表示 _______________________________________ 127
結露 _____________________________________________ 139
広角_______________________________________________ 44
こんなときは _____________________________________ 136

再生_______________________________________________ 48
再生（VTR）モード ________________________________ 17
撮影が終わったら___________________________________ 34
撮影する___________________________________________ 33
サーフ＆スノーモード（プログラムAE）_______________ 62
三脚を使って撮る___________________________________ 36
視度調整___________________________________________ 31
シャッタースピード_________________________________ 82
シロクロ___________________________________________ 93
スポーツモード（プログラムAE）_____________________ 61
スポットライトモード（プログラムAE）_______________ 61
ズーム_____________________________________________ 44
世界時計___________________________________________ 37
接続　：テレビで見る_______________________________ 53

：ほかのビデオへ録画する ___________________ 103
：ほかのビデオやテレビの画像を録画する _____ 106

セピア_____________________________________________ 93
セルフタイマー_____________________________________ 58
ゼロセットメモリー_________________________________ 95
[（全自動）モード ________________________________ 60

タイムコード_______________________________________ 35
対面撮影___________________________________________ 55
デジタル：　エフェクト_____________________________ 89

：　ズーム_________________________________ 45
データコード_______________________________________ 99
手ぶれ補正機能_____________________________________ 79
電源　：家庭用コンセント___________________________ 20

：バッテリーパック___________________________ 21
：電源スイッチ_______________________________ 17

ア行

カ行

サ行

タ行

ハ行

マ行

ラ行

ワ行

ナ行

そのほか

索引
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ア行 サブメニュー カメラ 再生
(VTR)

操作からメニューが探せます。

メニュー索引

アフレコする方法（音声/マイク）を変える

ウィンドカットを入/切する

液晶画面（ＬＣＤ）の明るさを調整する

エリア/サマータイムを変える

オーディオモード（12bit/16bit）を変える

お知らせブザーを入/切する

オンスクリーンを入/切する

再生時の文字表示を入/切する

シャッタースピードを変える

対面撮影の設定（ミラー/ノーマル）を変える

デジタルズームを入/切する

データコードの日時の表示を選ぶ

データコードの表示内容を選ぶ

手ぶれ補正を入/切する

デモモードを入/切する

日時の表示を入/切する

日時を設定する

日時（データコードで表示する）を選ぶ

バイリンガルの設定を変える

日付の自動表示を入/切する

ＶＴＲ設定

ＶＴＲ設定

表示設定

システム設定

ＶＴＲ設定

システム設定

表示設定

表示設定

カメラ設定

表示設定

カメラ設定

表示設定

表示設定

カメラ設定

表示設定

表示設定

システム設定

表示設定

ＶＴＲ設定

表示設定

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

サ行 サブメニュー カメラ 再生
(VTR)

タ行 サブメニュー カメラ 再生
(VTR)

ハ行 サブメニュー カメラ 再生
(VTR)
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ヘッドホンを使う

ホワイトバランスを設定する

リモコンコードを変える

録画モードを変える

16：9を使う

AV入力→DV出力を入/切する

AV端子を使う

ＶＴＲ設定

カメラ設定

システム設定

ＶＴＲ設定

カメラ設定

ＶＴＲ設定

ＶＴＲ設定

→

→

→

→

→

→

→

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ラ行 サブメニュー カメラ 再生
(VTR)

その他 サブメニュー カメラ 再生
(VTR)
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